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結核症診断ハ特殊 組織天感 卜結 ビ付 ケ ラル ヤ?

E.Lδwenstein:IstdieDiagnoseTuberkulosean

dieSpezifischeGewebsreaktiongefunden?

一部 ノ病理解剖學者 ハ定型 的結核性組織 反懸 が存在

シナ イ距、結核 症 ト云 フ診断 ヲ下 サナイ。又臨肱家 ハ

結核結 節 が無 ケ レバ、結核症 ヲ認 メナイ。然 シ病理學

者ハ直接観察 シテ居 ル間 二、結核結節 ナキ結核症 ノ存`

在 ス ル事 ヲ知 ツテル。

若 シ結核症 ナ ル概 念 ヲ純組織學 的 二解 繹 セズ、病 因的

二考 フルナラバ、結核菌 ノ作用 二因ツテ起 ル トコロノ

纏 テ ノモノハ、結核症 ト名付 ケ ネバナ ラヌ事 ハ自明 ノ

理 デアル。例 ヘバ心嚢炎 二就 テ観;レニ、初期 ノ場合 ハ

純 滲出性、繊 維素性、白血球性 デ アソテ、極 メテ輕度

ノ結 核性組織造構 ヲモ認 メナ イ。 然 シ結核菌 ハ非常

二多 〃詮明サ レル。 此 初期 ヲ結核症以外 ノ名稽 ヲ以

テス ルコ トハ出來 ナイ。 而 モ晩期 二於 テ 甚 ダ屡 ζ定

型 的結核造構 ヲ示 サナイ事 がア♪レ。

結核 性造構ハ 結核菌 ニ ヨツテ 生 ズル組織 墜牝 ノ圏内

二於 クルー ソ ノ随意的相 二過 ギナ イ。 組織墜化 自均

ハ決 シテ臨一 的 ノ像 ヲ作 ラナイデ、菌株 ノ毒力、感染

ノ分 量、免疫 ノ度、侵入門戸、臓 器抵 抗及 ビ検索 ノ時

期 二關係 スルモ ノデアル。 結核結節 ナ キ結核症 型 ガ

アツ事 ヲ知 ラネバナラヌ。

結核菌 ハ甚 ダ屡{管 ヲ侵 シ、容易 二内膜 二寄生 ス,レモ

ノヂ アル。淋 巴管及 ビ血管 ノ内膜 結核結節 ハ、血液感

染 ノ源泉 トナル コ トが頻繁 デ アル。 結核菌 ハ感染後,

甚 ダ速 カニ血液 中二進入 スル。菌血症 ハ「レソトゲ ソ」

學 的 二結核症 ガ未 ダ謹 明サ レザル時 二、既 二培養 ニヨ

ツテ謹 明サ レ得 ♪レ.此 感染初期 ノ症候 ハ膿温上 昇 ト

疲 勢 デアル。

1感染後 ノ初 期 二於 テハ、「ツペル ク リソ」反 磨ハ爾 陰性

9

デ ア ル。fソ ベ,レク リ ンJ反 慮 へ 結 核 菌 ノ大 量 が、血

管 中 ヲ循 環 シテ,レ間 ノ、陰 性 デ ア ンレ事 ガ 普通 デ ア ル。

結核 菌 ガ血 流 中 カ ラ消失 ス ルb、 「ツ ベ ル ク リ ソJ二i野

ス ル反 慮 力 が號 生 シテ來jレ。

「ア レノレギ ー」ハ結 核 結 節 形 成 後 二 初 メ テ 現 レル。 夫

故 二結 核結 節 形 成 ハ、「アVj}・ ギ ー」ノ解 剖 的 基礎 デ ア

ル檬 二思 ハ ル。

斯 ク ノ如 〃ナ も/バ、結 核 症 診 噺 ハ組 織 反 懸 二擦,レ ニ非

ズ シテ、 結 核 菌 ノ存 在 二捺 ラネ バ ナ ラ ヌ ト。

(東 京 市療 、 中 田抄)

腎 結 楼 症 二於 ケ ル菌 血 症

E.Katzin:UberBazilltimiebeiNierentuberkulose.

尿 カ ラ ノ培 養 ノ・、L6wensteinノ 方 法 二則 ツ テ、 嚴密

二15-25%ノ 硫酸 デ施 行 セ ネバ ナ ラ ヌ。 稀 薄 ナ濃 度

デ ハ、同 時 二盛 二繁 殖 ス ノレ他 ノ細 菌 ニ ヨ ツ テ、屡{成

績 が當 ニ ナ ラナ クナ ル。

著 者 ・・188例 二就 テ血 液 培 養 ヲ行 ヒ、 共 内44例 が陽

性 ヲ得 タ。 此44例 中23例 へ 臨 肱 的 ニモ診 断 力'確定

サyテ 居 タ。 他 ノ21例 ハ診 噺 ガ不 確 定 デ疑 問観 サ レ

テ居 タ モ ノデ ア,レ

勿論 血 液 中 ノ結 核 菌 存 在 ハ、腎結 核 症 ノ存 在 ヲ必 ズ シ

モ謹 明 ス ♪レモ ノデ ナ ク、他 ノ臓 器 ノ病 竃 二因,レ コ トガ

アJレ。 ソ コデ 尿 ヲ反 復 シテ槍 査 ジ タ トコ ロ、 此21例

中10例 ハ尿 二於 テ モ陽 性 デ ア ツ タ。

注 目 ス ベ キ ノ・、手 術 ニ ヨツ テ確 寳 二腎 結 核 症 ト診 断 サ

レ タ23例 二於 テ、只15例 丈 ガ尿 二結 核 菌 ガ詮 明 サv

タ。 然 ル ニ1同 ノ培 養検 査 デ、陰 性 デ ア ツ タ ノハ8例

デ ア ル。

91例 二就 テ血 液 ト尿 トヲ 同 時 二 槍 査 シタ トコ ロ、21

例 ハ 血 液 中 ニ ノ ミ、15例 ハ 尿 中 ニ ノ ミ、9例 ハ血液

ト尿 トニ培 養 デ 陽性 デ アツ タ。(東 京 市療 、 中 田抄)

●
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小 見 期 ノ結 節性 潮 紅 斑 二 於 ケ ル 結 核 菌 血 症 昌就

テ

ENaranjo:Vber)Tuberkelbazil15miebeiErythema

nodosumimKindesalter.

結 節性 潮 紅 斑 ハ、外 因性 感 染 後凡 ソ5-6週 デ現mv。

結 核 菌 ハ培 養 デ楡 査 ガ早 ケ レバ 早 イ程 、頻 繁 二謹 明 サ

の レ。 菌 血症 ハ 長 イ間 纒 績 ス,レ コ トが ア ル。 例 ヘ バ

4週 間 以 上 モ 績 イ タ例 ガ ア ル。 結 節性 潮 紅 斑 ノ場 合

ハ、血 液 ヲ屡 く且 ツ長 イ期 間 ヲ隔 イ テ培 養 的 二検査 ス

ル コ トが 絶 封 二 必 要 デ ア 勘。 未 ダ「ヅ ベ ル ク リ ソ」反

旛 が陰 性 デ ア,レ頃 ニ モ、 菌血 症 ハ 既 二存 在 ス ル。 「ツ

ベル ク リソ」反 癒 ハ、 號 疹 が現 レテ カ ラ 数 日後 二、 初

メテ 陽 性bナ ル。 結 節 性潮 紅 斑 ノ時 ハ「ッ ベ ル ク リ ソ」

反 慮 ト血液 楡 査 ト ヲ毎 週 繰 リ返 ス ベ キデ ア ル。

(東 京 市 療 、 中 田抄)

淋 巴 肉芽 腫 症 二於 ケ ル 血 液 中 ノ結 核 菌 所 見 二就

テ

E.Jub6s:VberTuberkelbazillenbefundeimBlut

beiLymphogranulomatose(Paltauf.Sternberg)

27例 ノ淋 巴 肉芽 腫 ヲ検 索 シ、 其 内11例 二培 養 ニ ヨ リ

血 液 中 ノ結 核 菌 ヲ謹 明 シタ。 此11例 中6例 ハ 鳥結 核

症 ノ疑 ガ ア ツタ。

最近 組 織 學 的 二確 實 ナ ル 淋 巴 肉芽 腫 ノ1例 ヲ槍 索 シ、

非常 二興 味 ア ル 血 液 所 見 ヲ得 タ。 印 チ滅 菌 蒸 潔 水 デ

2同 洗 灘 シ、 完 全 二「ヘ モ グasピ ソJヲ 無 ク シタ 血 液

沈渣 二、Ziel-Neelsenデ 容易 二謹 明 サ レル結 核 菌 ヲ

非 常 二多 撒 二見 出 シタ。

結 核 菌 ハ 軍 濁 乃 至 小 ナ ル集 塊 デ ナ ク、大 キ ナ血 管 ヲ滞

ス ホ ドノ大 集 塊 ヲナ シ、非 常 二多 数 デ赤 血球 ノ倣 導 リ

モ多 イ。 結 核 菌 自均 ハ、 ドノ型 二團 ス ノレカ匠 別 ス ル コ

トが 出來 ナ イ ガ、此 彩 多 ノ結 核 菌 出 現 ハ、 鳥型 結 核 菌

二 讐ル感 染 二恰 當 ス ル。

L6wenstein・ ・熱 ニ ヨ ツ テ殺 シタ結 核 菌 ノ浮 溝液 ヲ治

療 二推 奉 シタ。 淋 巴 腺腫 脹 ハ之 ニ ヨ ツテ縮 小 シ、長 イ

號 熱 期 モ無 ク ナ リ、一 般 状 態 モ確 二良 好 ニナ ツタ.此

療 法 モ「vソ トゲ ソ」療 法b同 檬 二、 ドノ道 死 ヲ防 グ事

ハ 出來 ナ イガ 、 然 シ患 者 ハ常 二診 噺確 定 後12年 ハ生

存 シ得 タ。(東 京 市療 、 中田 抄)

血 液 ヨ リ ノ結 核 菌 培 養 及 ビ血 濁 沈 渣 ノ直 接染 色

E.Jub6s:TuberkelbazilleRkulturausdemBluteund

direkteF乞rbungdesBlutsedimentes(Untersuehungen

an1280F511en)
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Mwensteinノ 血 液 培 養 ヲ行 フ ニ當 リ、 血 液 探 集 ノ技

術 が特 二重 要 デ ア,レ。 即 チ極 ク僅 カ ノ 凝 固 ヲ避 ケ ネ

バ ナ ラ ヌ。L6wensteinノ 輕 験 ニ ヨル ト、 此 凝 結 物 ノ

中 二菌 ガ 含有 サ レテ キ ル事 ガ 非 常 二 頻繁 ニ ア ノレ。 然

シ凝 固物 ハ 流 状 血 液 ト全 ク 別 ノ仕 方 デ 取 扱 ハ ネバ ナ

ラ ヌ。 帥 チ凝 固 物 ヲ新 シ ク 蒸 氣 清 毒 ンタ 器 具 ヲ以 テ

小 片 ヲ切 り、滅 菌 乳 鉢 ノ中 デ、小 塊 が 見 ヘ ナ クナ ル迄

二確磨 ス ル。 此 液 ヲ滅 菌 蒸{瑠水 デi溶血 シ、 「ヘ モ グ ロ

ビ ン」無 シ ノ沈 渣 二、15%硫 酸 ヲ等 量 入v、5分 間振

盈 ス ノレ。 直 チ ニ滅 菌 蒸 溜水 ヲ加 へ、遠 心 沈澱 シ、洗 漁

液 ガ 「ラ ク ムス」二封 シ酸性 反 慮 ヲ呈 シ ナ イ迄 蒸 溜 水

デ洗 フ。 全 沈 渣 ヲ培 養 基 二附 ケ ナ ケ レバ ナ ラ ヌ.少

ク トモ各 例 二3個 ノ培 養 基 ヲ用 ヒ ル。 植 纈 ギ ニ 白金

耳 ヲ用 ヒテ ハ ナ ラ ヌ。 常 二無 菌 ノ 「が ラス 」棒 デ行 フ。

叉5ケ 月 間観 察 セ ネ バ ナ ラ ヌ。

培 養 法 ノ・血 液 沈 渣 ノZieLNeelsen法 ニ ヨル直 接 染 色

法 ヨ リノ、遙 二優 秀 デ ア;y。1280例 中沈 渣 染 色 ニ ヨル

ト53例 、 培 養 ニ ヨルU87例 陽 性 デ ア ツ タ。

53例 ノ染 色 陽 性 例 中34例 ・・培養 デ モ陽性 デ ア ッ タ

が、培 養 陽 性153例 ハ沈 渣 染 色 法 デ ハ陰 性 デ 冗 ソ タ。

(東 京 市療 、 中 田抄)

牛 型 菌 培 養 二 關 ス ル補 遺

LB6nesiundK.Domma:BeitragzurKulturdes

Typusbovinus・

著 者 ハ牛結 核症 材料 ヨ リ純 培 養 ヲ得 ソ トシテ、掲 特 ノ

實 験 ヲ行 ツ タ。 材 料 ハ屠 畜場 ヨ リ得 タ ル 淋 巴腺 、時 ニ

ハ肝 、 脾 及 ビ 眞珠 結 節 デ ア ル。

淋 巴 腺 ハ全 膿 ヲ裁 断 セ ズ、淋 巴 腺 ノ内 容 ダ ケ ヲ乳 鉢 ノ

中 デ、 極 ク少 量 ノ食 盟 水 ヲ加 ヘ テ碑 磨 シ、25%ノ 硫

酸 ヲ同量 加 ヘ テ、5分 間放 置 シ テ 置 ク。20%ノ 苛 性

曹 達 ヲ2蝿 加 へ、 更 二水 ヲ加 へ、 上 澄 ヲ探 り、 無 菌

蒸 溜 水 デ2同 洗 フ。 沈 渣 ヲ無 菌 「が ラスj棒 ニ テ 培 養

基 二附 ケ ル。 培 養 基 ハ通 常 ノ通 リデ ア ツ。

51例 中26例 純 培 養 ス,レコ トガ 出來 タ。 「グ リセ リ ソj

加 及 ビrグ リセ リソ」無 シ ノ 培 養 基 何y二 於 テ モ 繁 殖

シタ。

以 上 ノ成 績 カラ シテL6wen`steinノ 提 唱 シタ15%濃

度 ヲ20-25%二 上 ゲ,レコ トが 出來 タ。25%硫 酸 デ 塵

理 サ レタ 結 核 菌 カ ラハ、 既 二3週 後繁 茂 セ ♪レ純 培養

ヲ得 タ ガ、純 培養 カ ラ更 二植 鰻 ギ シタ硫 駿無 虚 理 ノ結

核 菌 カ ラ へ25%硫 酸 デ 塵 理 サvタ 場 合 ノ如 キ繁 殖

が見 ラ レナ カ ツ タ。 此 事 實 カ ラ シテ 酸 虞理 ハ 繁 殖 ヲ
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促 ス モノ ト考 ヘネバナ ラヌ。乳

夫 故 二硫酸稀 薄濃度(5-10%)ヲ 使用 スルLδwenstein

塑 法ハ、 改良 デハ無 ク、 改悪 ト云 ハネバナ ラヌ。 強

感 染材料 ノ槍索 ニハ25%濃 度 ガ良好 デアル。

種 々ノ場所 カラ ノ膿特 二骨膿 カラ、染 色 ニヨツテ謹明

サ レ得 ナイ結核菌 が、上 記 ノ方法デ頻繁 二謹 明且 ツ培

養 サ レ得 ル事 ガ解 ツタ.(東 京 市療、 中田抄)

結 核菌血症 二關 スル知見補遺

OttOKren:ZurweiterenKenntnisderTuberkul()・

Bazi115mie

皮膚結 核症 ノ大多数 ハ、外界 鷲 リ得 タノレ感染 デナ〃、

個 膿 ノ何 レカノ部分 二 感染竈 ヲ有 スル 既存一般 結核

症 ノ徴候デ アルコ トへ 現今 ハ疑 ヲ入 レル絵 地ナ キ事

實 デ、斯 ク皮膚感染 ハ血 道 ヲ介 シテ起 ル故 二、菌血症

ヲ研究 スル ニハ、皮膚結 核症 が特 二適當 ト思 ハル。

著 者ハ1930-1934年 ノ4年 間 眞正狼瘡、硬 結性潮紅

斑 及 ビ紅斑狼 瘡 ノ三種 二就 テ血 液培養 ヲ行 ツタ。 最

モ多 イ 皮膚結核症 ナル 眞性狼瘡及 ビ 硬結性潮紅斑 ノ

場 合ハ、血液培養 デ50%ガ 陽性 デ アツタ。病原論 ノ

th争 鮎 け ツテ局 レ紅斑狼瘡 デ2・81・8%ガ 培養 的二

陽性 デアツタ。

菌血症 ハ何時 デモ 同様 トハ行 カナイ。 菌血症 ・・問歌

推進 ノ時 二起,レノデ、培養成 績ハ探血 が幸 二丁度其時

二當 ル カ當 ラヌカニ存 スル。 今 日試 験管 二彩 多 ノ集

落 ヲ見 タカ ト思 フ ト、次 二・・一集落 ヲ見 ルカ叉 ハ全 ク

見 ル事 ノ出來 ナイ事 がアル。

L(Swensteinガ 得・タ良 キ成績 ホ ドニ、多 クノ追試 者 が

培養的 二結核 菌血症 ヲ謹 明 シ得 ナ イ事 ハ、血液培養 ・・

探血 ノ時期 二 關係 スルカラデァル。 駁疹 ヲ起 ス感 染

二就 テ、血 液培養 ハ壁 疹 ノ出現後 ニハ殆 ソド常 二陰性

デ ア歪レ。 然 ルニ登疹 出現前 ノ短時間 二偶 然行 ツタ血

液培養 ガ、血 中 ノ病原菌 ヲ容易 二詮 明 スル事 ガ可能デ

アル場合 ガア♪レ。

L6wensteinが 得タ ル如 キ良 キ血液培養 成績 ヲ得 ンガ

タメニハ、Lδwensteinノ 技術的 要項 ヲ顧慮ス,レノ ミ

ナラズ、特 二臨 肱的 二病 竈撒布 ノ徴候 がアル場合 二培

養 スル トカ、結核 性皮膚現象 ノ患者 ヲ用 ヒテ行 フ事 が

必要 デアル。斯 ル場合 デモ、1同 デナク、 長短 ノ期間

ヲ隔 イテ度 々行 フ事 が必要 デアJV。 先 ヅL6wenstein

ノ培養成績 ヲ得 ル 事 二成功 セネバナラ ヌ。 解糧 ハ其

後 ノ仕事 デ ア}レ。'(東 京市療 、 中田抄)

Neumannノ 諸種結緩症型 二於 ケルLewenstein結

録 【第13巻

核 菌 血 症

WalterEkhart:TuberkelbazillXmienachL6wenstein

beidenverschiedenenTuberkuloseformennachNeu.

mann.

血液 培養 ノ陽性成績 ・・、男性84例 中18例 陽性(21.4

%)、 女 性70例 中13例 陽性(18.5%)デ 、 合 計IM例

中31例 陽性(20.1%)デ ア2レ。全血 液培養176中32ヵ ◆

陽性(18.1%)デ アル。 此 陽性成績 ハ肺結核症 ノ輕症、

中等症、重症 ヲ包含 シテヰル。 臨肱上及 ビfレ ン トグ

ンJ學的 二血行 性或 ハ血行性播種 ヲ思 ハセル型 デハ肺

結核症 ノ他 ノ型 ヨ リモ 陽性率 ガ多 イ。 特 二興味 アル

ハ、氣 管枝 性喘息 ノ2例 二陽性所 見 ヲ得 タ コ トデア

ル。(東 京 市療、 中田抄)

手術的虚置(人 工氣胸 、横隔膜秣纒捻除術、胸廓焼

灼)後 昌於 ケル血 液中 ノ結 核菌 護明 二就 テ

J.Voncken:VberdenTuberkelbazillennachweisim

BlutimAnschlussanoperativeEingriffe(Pneumo.

thorax
,Phrenikusexairese,Thorakokaustik)

血行 性間歌推進(Schub)ノ 徴候 ガ解vバ 、何時細菌 ガ

血 中 二移行 シタ カガ解,レ。 結 核菌 ガ間欺 的二血行 中

二現 レ、從 テ纈績的 ニハ詮明 サ レナ イ ト云 フ假定 バー

般 二認 メラ レテヰル。 然 シ新 シキ間歌推進 ノ場合、蛮

熱期間 二於 ケ ル血 液培養 ノ・、多 クハ陰性 ノ結果 ヲ畢 ゲ

テ居,レ。 ソコデ何 力他 ノ方法 デ細菌 ガ血行 中二移動

スル時 ヲ詳 シク知 ルニハ、肺臓 二手術 的塵置 ヲ行 ヒ而

ル後 、血液 ヲ探 リ培養基 三植 ヘル事 二依 ヅテ蓮 シ得 ラ

レル。 虚脱 ノ場合 ノ解剖 學的墾位 ニ ヨッテ、結核性組

織 ノ内 二血管切断 が起 リ、菌含有病竈 ト血行 トノ間 二

聯絡 が出來 ル。或 ハ菌 ガ淋巴道 二侵入 シ、夏 二之 ヲ越

ヘ テ血液循環系統 二入 ル。

虚脱療法後 ノ菌血症 ノ謹 明ハ、血 液培養 ノ成績 ヲ良 ク

スル事 が 出來 ヤウ。 叉他方結核症 ノ本態 ビ及虚脱療

法 中 ノ出來事 二 關 ヌ ル 知識 ヲ壇補 スル事 が 出來 ヤ

ウ。然 シ虚貌療法後血液培養 陽性 ナル場合 ハ、氣胸 ヲ

治療的 二用 ヒル ニ當 ソテ注意 ヲ促 サ ネバナ ラヌ事 ニ

ナ ラウ。

著者 ハ以上 ノ考ヘ カラ シテ、35人 ノ患者 二於 テ手術

的慮置 二績 イテ、L6wenstein方 法 二則ソテ培養 ヲ行

ッタ トコn、6同 二陽性 デ アツタ。帥 チ横隔 膜憩経捻 除

術12例 中1同 、胸廓嶢灼9例 ノ内5同 ガ陽性 デア リ、

胸廓鏡検査3例b人 工氣胸14例 デハ、皆陰性 デアツ

タ。從 テ 手術的虜置後 二 菌血症 ノ生 ズル 可能性 ガ考
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ヘ ラル・'(東 京 市療 中 田捗

EKtister及 ビS・01brichノ 業 緕i二萄 ス ル附言

E.Lδwenstein:BemerkungenzuderArbeitvon

E.KtisterundS.01brich(Band70 ,Heft3)

L6wensteinノ 方法 力'血液 ヨ リ結 核 菌 ヲ培養 ス ル ニ適

當 ナ ル方 法 デ ア ル事 へ 多 ク ノ業 績 二 灘 ツ テ明 デ ア

}レ。Ktister及 ビOlbrichデ サへ 、 屍 艦 カ ラ62%、

患 者 ノ血 液 カ ラ1・3%ノ 培 養 成 績 ヲ得 タ。 其 他 ノ人

人 ハ屍 禮血 液 及 ビ生 血 液 カ ラ、モツ ト良 イ陽 性 卒 ヲ暴

グテ 居 ンレ。 要 ス,レニ 各 人 ノ成 績 二 蚤 的 ノ差 異 ガ ア ル

ノ ミデ ア」レ。Ktister及 ビOlbrichノ 模 範 的 實験 ノ・
、

L6wensteinノ 培 養 方法 ガ塗 抹 標 本 ヨ リ・＼ 千 倍 モ優

秀 デ ア ♪レ事 ヲ示 ンテ ヰ ル。

菌血 症 二關 ス 」V成績 ノ臨 肱 的意 義 二就 テ へ 今 日未 ダ

顧 ミラ レテ ナ イ。 爾今 後 藪 年 間 二亙 リ、盛 二此 仕 事 ヲ

セ ネ バ ナ ラ ヌ 状 態 デ ア ル。 ドノ道 我 々ハ 自然 科 學 者

トシテ事 實 カ ラ 出 漿 セ ネバ ナ ラ ヌ。 事 實 ノ ミが 我 々

ヲ進 歩 二導 ク カ ラデ ア ル。(東 京 市 療 、 中 田抄)

EKifster及 ビS・Olbrichノ 業 績 二劃ス ル補 遺

及 ビ設 明

CarlReitter:ErgtinzuRgenzuderArbeitvonE.

KtisterundS.Olbrich(Band70,Heft3)

L6wensteinが1930年 二培養 法 ヲ完 成 シ、著 者 ガ其 仕

事 二加 ツタ時 二、Lδvvenstin及 ビ著 者 ハ 多 獲 關 節 炎

ノ場合 二、菌 血 症 ノ謹 明 サ レ,レ時 期 ガ ナ ク レバ ナ ラ ナ

イ ト考 ヘ タ。 病 機 が全 ク新 シク 且 ツ蔓 延 シテ居 ノレト

キ、 即 チ強 度 ノ關 節腫 脹 、 著 シキ獲 熱 及 ビ「サ リチー

ル」鋼 が 入 ツ テ 無 イ 場 合 二、 菌 血症 が最 モ早 ク謹 明

サ レ;レデ ア ラ ウ レ考 ヘ タ.更 二 著 者 等 ハ 探 血 二適 當

ナ時 期 ノ・ヨ熱 が再 陵 ンタ 日、女 性 デ ハ 月経 ノ直前 及 ビ

直後、 次 二種 々 ノ合 併 症 ガ現 レタ 時 デ アル事 ヲ 知 ソ

タ。

斯 ク ノ如 ク 細 菌 血 ノ現 の レ時 期 ガ ア ル ノ ニ、 細 菌學

者、病 理 解 剖 學 者及 ビ臨 駄 家 が、多 獲 關 節 炎 ノ診 噺 が

決 定 ス ルh、 輩 二1回 程度 ノ探 血 ヲナ シ、且 ツ正 シキ

細 菌 學 的 手 技 ヲ行Aバ 、直 チ ニ結 核 菌 ヲ培養 的 二謹 明

シ得 ル ト考 ヘ テ居,レ ノハ不 可解 デ アル.

Ktister・Olbrichハ450例 二 就 テ530同 血 液 楡 査 シテ

♪レ。 郎 チ全例 ノ1!5ガ2同 デ、他 ノ4/5・ ・只1同 シカ

検査 シテ ナイ。 著 者及 ビL6wensteinノ 数 ハ1932年

ニ ハ70例 ノ急 性 關 節饒 麻 質 斯 二就 テ435同 ノ血 液 検

査 ヲ シ テ'レ。 即 チ 李 均1例 二封 シ6回 以 上 デ ァ タレ.
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實際 二於 テハ1例 二就 テ2同 カラ22同 マデモ行 ソテ

」レ。22同 ノ例 デハ6同 モ培養陽性 デアツタ。

細菌學的方法 ノ偏頗 ナル 評 債ハ 臨駄 ノ知識 ノ飲 ケテ

喜 噸 カラ生 ズノレ。 從來 嫉 繍 査方法 ヲ以 テ シテ

へ 結 核 症 二感 染 シ勃 レ者 ノ ミガ、急 性 關節 縷 麻 質 斯

二罹,レ コ ㍗ヲ謹 明 ス ル 爲 メ ニハ 大 努 力 ヲ要 ス ル。 結

核 病 竈 ノ存 在 ハ訣 ク 可 ラザ ノレ必 要 デ ア ノレ。 然 シ爾 有

毒 ナ,レ結 核 菌 ヲ含 有 セ ノレ病 憲 ヲ見 出 ス コ トハ、臨 肱 的

ニハ非 常 二困 難 デ ア ル ノ ミナ ラ ズ、病 理 解剖 學 者 ニ ト

ツ テ モ容 易 デハ ナ イ。

然 シ現 今 デ ノ・解 剖學 者 モL6wensteinノ 方法 二Mソ

テ、屍 盤 臓 器 カ ラ結 核 菌 ヲ培 養 ス ル事 ガ 出來 ル。 縷 痴

質 斯 性 心 内膜 炎 、心臓 病 及 ビ多 獲 關 節 炎 ノ解 剖 二際 シ

テ ノ・、結 核 菌 ノ培養 及 ビ結 核 病 竈 ヲ根 氣 ヨク探 究 セ ナ

ケ レバ不 完 全 デ ア ル。

Ktister・Olbrichノ ・血 液 中 二結 核 菌 ノ謹 明 サ レ 」V例 ヲ

偶 然 ナ 」レ所 見 ト解 繹 シテ 満 足 シテ ル。 今 迄 二腱 レテ

居 タ原 因 ヲ 見 出 ス コ トノ・科 學 ノ使 命 デ ア ノレ。 肉眼 的

二結 核 症 ノ詮 明 サ レナ カツ タ屍 饅 ノ臓 器 カ ラ、培 養 ニ

ヨツ テ結 核 菌 ガ現 レタ場 合 、之 ヲ偶 然 所 見 ト云 フ コ ト

ハ悪 シ キ空 ナ ル言 葉 デ ア ル。

Ktister・01brichノ ・陰 性 所 見 二基4テ 鮮 明 ナ 」レ批 評及

ビ廣 汎 ナ ル結 論 ヲ下 シタ。 決 シテ カ ア ル 根擦 二依 ル

モ ノデ ハ ナ イ。 爾 良 美細 菌 學 的 手 技 ト臨 駄 的知 識 ヲ

必 要 トス,レ。'(東 京 市蹴 中 田抄>

C・Reitterノ 補 邊 及 ビ説 明 二劃 シ、蛇 二我 々 ノ業

績 二就 テ ノE・Lδwensteinノ 附 言 二劃 ス ル結 語

E.KtisteruRdS.Olbrich:Schlussbemerkungenzu

denErganzunge轟u"dErl5uterungenC .Reitters

unddenBemerkungenE .L6wensteiBszuunserer

Arbeit(Bd.70,Heft3)

L6wensteinが 答辮 ノ中 二墾 ゲ ラ レテ ル諸 氏 ガ追 試 シ

テ・5%ノ 陽 性成 績 ヲ得 ラ レタ事 二就 テ論 雫 シナ/
。

L6wensteinノ 以 前 ノ報 告 二Mノ レ ト
、 同氏 ハ50%ノ 陽

性 成 績 ヲ得 テ居jレ.ソ=デL(Swet}・teinノ 全 追 試 者 。・

L6wensteinノ 成 績 ヲ完 全 二確Xシ 得 ナ カ〃 瀦 論

シ得;レ.

特 二縷 麻 質 斯 性 多 螢 關 節 炎 二 於 ケ ノレ臨 躰 家 ト細 菌學

抑 ノ協 同作 業 二關 ス1レReitterノ 解 繹 二 ・仮 鍬 デ ア

ル。 ソvノ ・L5wenstein自 均 ガ先 キ ノ螢 表 二於 テ
、多

獲 關 節 炎 ハ慢 性 菌 血 症 二關 係 シテ ノレカ ラ シテ、探 血 ノ

時 期 ・澗 題 デ ナ イ 阪 復 ンテ強 張 シf)レ 。 叉Ham一
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burg/Sch《rttmUllerノ 敏 室 ノ如 キ臨 肱 ト細 菌 學 トガ

模 範 的 二統 一 サvテ ル所 二於 テ、 多號 關 節 炎20例 二

Lδwensteinノ 追 試 ヲ行 ッ タb=ロ 、 全 部 陰 性 デア ツ
むタ コb等 カラ シテReitter 、ノ解 繹 二 合 意 出來 ナ イ。

叉Lδwenstei簸 ハ遠 心 機 沈 澱 ノ廻 轄 敷 が高 ス ギ ル ト云

フ テ ル ガ、生艘 血 液 ノ場 合 ト同様 ノ廻 轄 鍛 デ、動 物 實

験 、 死 艦 血 液 二就 テ行 ツ タ 時 ハ 非 常 二良 イ 成 績 ヲ得

タ。 叉1200ノ 少 廻 縛 鍛 デ行 ツ タ ト コ ロ3500廻 轄 倣

纂 リモ 良 イ 成 績 が 得 ラ レナ カツ タ。 逡 心 機 二 透ル沈

渣 ノ粘 著 力 ハ、第 一 二其 材 料 自 勇 ニ ヨ,レモ ノ デ廻 榑 敷

ニ ハ殆 ソ ド關 係 シナ イ。

是 等 ノ見 解 ヲ愛 ヘ シ ム 噺 事 實 ヲ得 ナ ク レペ 著 者 等

ノ結 論 ハ 今 後 モ 正 シ イ ト認 メナ ケ レバ ナ ラ ヌ ト。

(東 京 市 療 、 中 田 抄)

録 【第13巻

白鼠 り結 核症 二就 テ、 第 一報 告;菌 型 匿 別 ノ實 駿

W.Strempel:tiberdieTuberkul⑥sedeでweissen

MauslMitteilung:VersuchezurTypeRdifferenzie・

「ung・

白鼠 が結 核 菌 型 ノ匠 別 二適 當 ス,レ カ ドー カ ヲ、澤 山 ノ

人型 及 ビ牛型 菌 二就 テ 實験 シテ試 ミタ。培 養 人 型 菌 ノ

1磁 ヲ、 白鼠 ノ静 脈 内 二 接 種 シタbコ ロ結 核 症 ヲ惹

起 シ、其96%が2ケ 月以 内 二死 ンデ終 ツ タ.古 イ人

型 菌株 ハ静 脈 内注 射 二於 テ モ、多 少 ノ差 ハ ア レ、無 毒

性 デ ア,レe牛 型 結核 菌 ハ 上 記 ノ菌 壁 デ ハ 白鼠 ヲ2ケ

月以 内 二殺 ス。 新 シク分 離 シタ牛 型 菌 ヲ以 テ、皮 内 注

射 ヲ行 ッ タ場 合 デ モ、白鼠 ハ稀 二且 ツ輕 〃罹 患 ス,レ。

夫 故 二白鼠 ハ結 核 菌 ノ菌 型 鑑 別 ニ ハ不 適 當 デ ア;V。

(東 京 市療 、 中 田 抄)

結 核 外 專 門 雑 誌

結 楼 死 菌 二封 ス ル 海 撰 腹 膜内 ノ細 胞 學 的 及 感 及

ビ同 死 菌 ニ ョ リ過 壊性 ニ サ レ タ ル 海 撰 ノ結 核 再

感 染 昌劃 ス ル腹 摸笈 廠

A.Gaiginsky,RLaporte:R6actionsCytolegiques

dup6ritoineauxbacillestuberculeuxMertsetr6a-

ctionsp6ritor6alesdesurinfectiondesCobayessen-

sifilis6spardesgermestu6s,(C.R.deSoc.de

Biologie・NG・12・TomeCXVIIl1935,P.1164、)

著 者 ハ120℃ ノ 「ア ウ トク ラー ブ」ニ ヨ リ死 滅 セ シメ

タ ルVa1t6e牛 型 菌 ヲ腹 膜 二移 植 シ55日 間 観 察 シ腹

腔 滲 出 液 ヲ血 液 ノ白 血球 分類 二於 ケ ル が 如 クMay-

giemsa二yり 染 色 シテ検 セ リ、 帥 チ最 初 多核 白血 球

減 少 シ 次 デ 軍 核 白血 球 急 激 二増 加 シ更 二此 ノモ ノハ

減 少 シ同時 二淋 巴 球 が急 激 二増 加 ス ル ヲ知 レ リ。

更 二著 者 ハ 牛 型 結 核死 菌 ヲ 皮 下 二注 射 シ 過 敏 性 ニ ナ

シタ ル モ ノ ニ更 二同 種 ノ生 菌 ヲ腹 腔 内 二注 射 セ リ、然

ル ニ最 初 ハ輩 核 及 ビ淋 巴球 ハ動 嬬 ヲ 見 タノレモ 淋 巴球

ハ80%二 上 昇 セル ヲ知 レ リe

・京 都 府 讐 大 、 飯 塚 内 科、 柳 下誠 抄)

Koch菌 「ア セ トンエ キ ス リ 注 射 ニ ヨル海 礫 菌 血

症 ワ研 究 。

LN6greetJ.Bretey:Etudedelabaci116miedu

eobayeparlaM6thededesinjectiGnsd'extraitaceレ

oniquedebacillesdeKochkC.R.deSoc.deBiG1.

No」2.Tome.CXVIII.1935p.1182。)

i著者 ・・海 猿 二人結 核 菌 ヲ皮 下注 射 シ、間隔 ヲ オキ頸 動

賑 穿 刺 ニ ヨ リ探 血 シ 直 チ ニ他 ノ5匹 ノ海 狸 皮 下 二注

射 セ リ、 内3匹 ハ約2ケ 月 間2週 間 ノ間 隔 ヲ オ キ、

Koch菌 ノ「ア セ ト ソ、 エ キス 」ヲ皮 下 二注 射 セ リ、輩

二血 液 ノ ミヲ移 植 シKoch菌 ノfア セ トソ、エ ギスjヲ

注 射 セ ザ ル 海 狽 二 比 シ 血 液 及 ビKoch菌 ノcア セ ト

ソ、 エ キ ス]ヲ 注 射 セ ル 海 猿 ノ結 核 感 染 奉 及 ビ ソ ノ菌

謹 明率 ハ好 良 ナ リキ。

(京 都 府 留 大 、 飯 塚 内 科 、柳 下 誠 抄)

人 結 核 菌S種 ノ猿 類{ .MacacusCynomolguset

Cynec6phale)二 於 ケ ル毒 力 ノ研 究

P.F.Armand-Delille:EtudedelavirulenceChez

lesinge(MacacusCynoraolgusetcynoc6phale、d'une・

soueheS.debacilletuberculeuxhumain.(C.R.de

S㏄ 。deBiol.No.12.TomeCXVIIL1935.p.1194.)

著 若 ハL6wenstein法 二9リ 結 核 兇 童 ノ血 中 ヨ リS

種 ヲ分 離 ン實験 二供 セ リ、i若 キCynoc6phaleノ 肺 内

二最 小 櫨 ノ菌 ヲ移 植 シ4ケ 月 目 二 剖 見ス ル ニ 局所 及

ビ淋 巴 腺 ノ反 慮 ヲ 呈 セ ズ.静 脈 内 注 射 ニ ヨ リ移 植 ヲ

ナ セ ル モ何 等 反 磨 ヲ呈 セ ザ リキ、 叉CynQmolgus二

i,∫ナ リノ大 徽 ヲ移 植 セ ルPe何 等 反 慮 ヲ 呈 セ ザ リキ.
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雌 ノCynomolgus二10mgr.ノ 菌 ヲ皮 下 二注 射 セル

ニ15日 目 二於 テ ハ 「レソズ」大 ノ腫 大 ヲ見
、腋 下 腺 ノ

腫 大 ヲ謹 セ リ。6週 後 ニ ハ コ ノ「vソ ズ」大 ノ腫 物 ハ波

動 ヲ呈 ス ル 小 膿 瘍 ヲ作 リ 穿 刺 セル ニ 少 量 ノ乾 酪 様 物

質 ヲ見、Lδwenstein法 ニ ヨ リ培 養 ヲナ セ ル ニsi種 ノ

9-rm二nヲ 見 ル 該 膿瘍 ハ 穿 刺 ニ ヨ リ次 第 二金 治 セ

η。 〈京 都 府欝 大、 飯 塚 内科 、 柳 下 誠 抄

1ツ ベ ル ク リ ニへ7レ ル ギ ー 」FSchwartzman
.ノ

現 象

'PaulBGrdet:All
ergiealatuberculineetph6nom・

.bRedeShwartzman,(C .R.deSoc.deBiol,No.

12.T.CXVIII.1935.p。1255)

新 ラ シキ家 兎 二「ツ ベ勤 ク リ ソjノ 皮 内 注 射 ヲ ナ ス モ

何 等 局所 反 慮 ハ認 メ ラ レズ、 カ ・」レ家 兎 二Schwarzt-

・manノ 反 慮 ヲ分 離 サ スニ用 ヒ ラル ・大 腸菌 毒 ノー定

量(1cc、)ヲ 静 脹 内 二 注 射 シ、24時 間 後 「ツ ベ ル ク リ

ソ」ノ注 射 ヲナ ス モ 局 所 二何 等 反 慮 ヲ呈 セ ズ、 結 核 家

兎 ニ ア リテハ 「ソ ～ レク リめ ノ皮 内注 身仁 ヨ リ局 所

二 出血 ヲ俘 ハ ザ ル モ浮 腫 反 慮 ヲ呈 ス、 而 モ24時 間 後

二 於 テ此 ノ浮 腫 ハ肥 厚 ヲ呈 ス ル ナ リ、カ ・ル結 核 家 兎

ノドソ ベル ク リン」反 慮 タ ル 皮 窟 ノ肥 厚 ヲ 見 タ ル モ ノ

ニ大 腸 菌毒 ノ静 脈 内注 射 ヲ 行 フ トキ ハ 凡 ソ3時 間 後

二ShwartZmanノ 反 胞1二 同一 ナ2レ局 所 ノ劇 シキ 出血

反 慮 ヲ見;レナ リ、該 部 ハ逐 二壊 疽 二昭 リ結 痂 形 成 ヲ螢

2・二至 ル、 此 ノ出血 性 反 癒 ハ恐 ラ ク ・・ShwartZman

ノ現 象 因子 ト同 一 性 ナ リ ト論 ぜ ラ ル ・ナ ラ ン乎 ト。

(京 都 府 馨 大、 飯塚 内 科、 柳 下誠 抄>

1レ ゾ ル シ ン」ノ血 溝 及 感 ノ決 定論

PaulBordet:D6termiRismedelas6ro-r6actioRaぴ
1ar6sorcine.(C.R.Soc.deBiol。No.12.T.CXVIII

1935.P.1256.)

Vemesノ 反 庶 ハ臨 肱 上 興 味 ア ル モ結 核 ノ ミニ特 異 ニ

ア ラ ズ シテ、「チ フヌ」熱 ノ経 過 中叉 癌 疾 患 三 於 テ モ

鷹 ζ陽 性 ヲ呈 ス ル モ ノナ リ、人腸 菌 培 養 ノ濾 液 ヲ家 兎

ノ皮 内 二 注 射 ス ル時 ハ 該 家 兎 ノ血 清 ハ 「ゾ ゐ レシソ」

反 磨 ヲ 著 明 二 惹 起 ス ル モ ノ ナ リ。 サ レ ド正 常 家 兎 叉

ハ 肉汁 ヲ 注 射 セ ル 家 兎 ノ血 清 ハ 「レゾ ル シ ソ」ヲ加 フ

ル モ溜 濁 ヲ呈 セ ズ、時 二只 極 々 メテ僅 カ ニ潤 濁 ヲ起 ヌ

ノ ミ.1京 都 府 階 大、 飯 塚 内科 、柳 下 誠抄)

結 核 海狸 二劃 シ 菌 ト同 時 二 注射 セ ラ レル タ馬 血

溝 ノ作 用

?aulCourmontetH.Gardさre:Action,Surla加ber.
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culoseducobaye,dus6rumdeぐhevalinject6en

】m6mete】mpsquelesbacilles.(C.R.delaSoe.de

bioL,1935,T.CXVIII.p.1438,No.14.)

著 者 等 ハ 健 康 海 猿 二強毒 結 核 菌接 種 ト 同時 二 新 鮮 ナ

ル馬 血 清 ヲ注 射 シ 結 核 感 染 進 行 二如 何 ナ ル 影 響 ヲ及

ボ ス カ ヲ検 セ リ、即 チ海狸 二人結 核 菌 ト馬血 清 トヲ混

合 注 射 セ ル ニ該海 狸 ハス ベテ結 核 感 染 ヲ見 タ リ、人結

核菌 ト馬血 清 トヲ 混 合 ス ル事 ナ ク 海 猿 ニ ソ レ ゾレ場

所 ヲ異 ニ シテ 注 射 匂 レニ 該 海 狸 ハ 何 レモ淋 巴 腺 ノ乾

酪 憂 性 及 ビ内臓 全 醗 ノ結 核 侵 蝕 ヲ見 タ リ.

1京 都 府醤 大、 飯 塚 内科 、 柳 下 誠 抄1

清 化 管 ヨ リ接 種 セル 「BCGワ ク チ 恥 ニ ヨ ル海撰
'ノ 結 核 豫 防 及 ビ治 療 的 研 究

LBalteanu,A.TomaetAnaGaraguli:Essaisde

vaccinationpr6ventiveetCEratreduCobaveaP猷1 -

deduvaccinBCGadministr6paryoi6digestive.

(C.R.delaSoc.debiol.1935,T.CXVIII,p.

1461.No.14.)

著 者等 ハ海 撰 二消 化 管磁 ゾBCGワ ク チ ソ」ヲ注 入 シ

結 核 ノ繧 防 及 ビ治療 数 果如 何 ヲ験 セ リ、 帥 チ

1)「BCGワ ク チ ソ」!只1回 及 ビ轍 同 ノ 経 口接 種 ハ

結 核 感 染 二封 シ明 ラ カカ レ抵 抗 ヲ與 フル ヲ知 ル。

2♪ 結 核 菌 ノ皮 下注 射 ヲ行 ヒ、次 デ菌 ノ経 口接 種 ヲ行

フ モ何 等 感 染 二i封ス ル 抵抗 ヲ示 サ ズe

3ノ 既 二経 口接 種 ヲ 受 ケ タル 海 瞑 及 ビ 毒 力 菌 ヲ接 種

シ後 「BCGワ クチ ンiノ 新 ラ シキ経 口接 種 ヲ受 ケ タ ル

海 狸 ハ何 レモ、何 ラ豫 防接 種 ヲ受 ケ ザ ルモ ノ ト同 様 ニ

ツ テ結 核 二封 シ特 二抵 抗 大 ナ ラズ。

<京 都 府 讐 大 、 飯 塚 内科 、 柳 下 誠 抄>

BCGノ 淋 巴腺 内 注射 ニ ヨル海 狸 局所 冤 疫 ノ研 究

LBalteanuA.Toma .etAnaGaraguli:Essaisd'im-

munisationlocaledesCobayesparinjectiQnsintra-

gangliomnairesdeBCG.〈C。R.delaSoc.debioL,

1935,T.CXVIII,p.146i.Ne .14.'lbe

著 者等 ハ海 猿 ノ胸 骨 附 近 ノ頸 部 淋 巴 腺 ・・BCGヲ 注 入

シ時 日 ヲ経 テ 荏 力菌 ヲ 該 淋 巴 腺 中 二注 射 シ テ 経 過 ヲ

観 察 セ リ、BCGヲ 以 テ2ケ 」3前豫 メ淋 巴 腺 二接 種 セ

ル海狸 ニア リテ ハ 局 所 ノ抵 抗 ハf可 ラ鎚 化 ナ 〃接 種 ヲ

ウ"ザ ル 封 照b同 様 淋 巴 腺 ハ 剖 見 二9り 廣 汎 ナ ノレ乾

酪 攣 性 ヲ呈 セ リ、反 之 全 勇 的 抵 抗 ハ接 種 海 狸 ハ非 接 種

海 狸 二比 シ強 ク 内 臓 ノ攣 化少 ク1例 ニ ア リテ ハ 何 ラ

内臓 器關 ノ侵 蝕 ヲ ウケ ザ リキ、BCG接 極 海 狽 ノ局 所



1716 抄

接 種 淋 巴 腺 ハ 皮 下 接 種 海猿 淋 巴 腺 二 比 シ 毒 力 菌 ノ侵

入 二i封 シ有 力 ナ ル抵 抗 ア リbハ 思 ハ レズ.

(京 都 府 慰 ノ〈、飯 塚 内科 、 柳 下 誠 抄 ・

再 感 染 結 核 菌 ノ運 命 ニ ツ キ テ

1.Balteanu.A.TomaetAnaGaraguli:SurleSort

de$baeillestuberculeuxder6infection.(C,R.dela

Soc.debi◎1.1935,T.CXVIII。p.1467,No.141.

著 者 ハ 既 二結 核 二 感 染 セ ル 動 物(海 狸)二 注 入 サ レタ

ル結 核 菌 ノ運 命 ニ ツ キ 研 究 セ リ.帥 チ 結 核海 瞑 二再

感 染 セ ンメ タ ル 結 核 菌 ハ 既 存 傳 染 二俵 テ 殺 劉1セ ラ レ

ズ ト、結 核 菌 ヲ結 核 海狸 ノ淋 巴 腺 内 二注入 ス ル モ 該淋

巴腺 中 ノ ミニ ト ・◎マル 事 ナ ク 海 狸 ノ全 身 ノ器 關 へ 持

蓮 バ の レナ リ ト。

(京 都 府 磐 大 、飯 塚 内科 、 柳 下誠 抄)

鳥 類 結 核 菌 ノ分 離 及 ビ血 清 學 的特 性 二就 テ

W.Schaefer:Ladissociationetlasp6cificit6S6rG・

10giquedesbaciIlesdelatuberculoseaviaire.(C

R.desSさancesdelaSoc.deBio1。,TomeCXIX.

No.16.p.59.1935.〉

デ イ ア ソヌ、 グ リフ ィス、 ウイ ノレソ ソ 氏 等 ハ 各種 抗

酸 性 菌 「ア ンチ ゲ ソjノ 差 異 ヲ述 ペ タル モ、他 ノ人 等 ハ

全 ク差 異 ノ如 何 ヲ述 ブル事 能 ハ ザ リキ。

著 者 ハ鳥類 結 核 菌 ヲ用 ヒ、特 異 「ア ソチ ゲ ン」ノ存 在 ヲ

検 セ ソ ト企 テ タ リ、 即 チ鳥 類 結 核 菌S及 ビRヲ 「エ ム

ル ジ ヨ ソ」ト シ、=v=ヨ リ兎 ヲ冤疫 シ、 溶 血反 磨 ニ

ヨ ヅ ア ソチ ゲ ソ」ノ存在 ヲ實験 セ リ、S髪 形 菌 ノ注 射

ニ ヨ リ得 タ ル抗 血 清 ジ・全 抗 酸 性 菌 バ アル コー ル エ ツ

キス」二作用 ス ル 抗盟 ヲ有 ス ル外 二 鳥 類結 核 菌 二作 用

ヌ ル特 異 抗 艘 ヲ有 ス.

R愛 形 菌 ノ 抗 血 清 ハ 鳥 類 結 核 菌 抗 髄 二 特 異性 ニ ア ラ

ズ シテ 只 全 抗 酸 性 菌 群 二共 通 匂 レ抗 盤 ヲ 有 ス ル ヲ知

リ タ リ。(京 都 府 讐 大 、 飯 塚 内科 、 柳 下誠 抄)

賓 験 的 海獲 結 核 ノ捜 育 虹 ビニBCGニ ヨ リ冤 疫

サ レ タル 動物 ノ結 核 疾 患 ノ 抵抗 二及 ボ ス 短 波 長

放 射 ノ影 響

J.Beeren§etL.Remouchamps:Actiondesradiat-

ionsとondesCourtesSur.1'6volutiGndelaTllbercu・

10seexp6rimentaleduCobayeetSurlar6sistance

蕊cetteaffectiondesanimauximmunis6sparle

BCG.(C.R.desS6aR.delaSoc.deBioLT.CXIX.

No.16.P.85。1935。.}

著 者 ノ・海 猿 ノ實 験 的結 核 及 ビBCGニ ヨ リ免 疫 サ レ
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タ ル結 核 感 染 動 物 ノ抵 抗 二 短 波 長 放 射 が 如 何 ナ ル 彰

響 ヲ及 ボ ス カ ヲ検 シ次 ノ結 果 ヲ得 タ リ.

實験 動物 ノ全 例 二於 テ放 射 ハ 直腸 検 温0箒5・→1。ノ髄 濫

上 昇 ヲ招 來 ス ル ヲ 灘 タ リ。 波 長5米 ノ放 射=ヨ リテ

ハ實 験 的 海 狸 結 核 感 染 螢 育 ニ ハ 何 等 影 響 り 見 ザ リシ

h。BCG接 種 動 物 二放 射 セ ル モ ノ ハ、 放 射 セ ザ}v¥f

照 例 ト同 ジ ク 局 所 反 慮 及 ビ淋 巴腺 腫 脹 ヲ 見 タ ル ノ ミ

ナ リシ ト。 即 チ本 實験 二於 テ短 波 放 射 ハ 動 物 ノ抵 抗

ニ ハ何 等 ノ影響iヲ來 サ ザ リ キ。

(京 都 府 賂 大 、 飯 塚 内 科 、柳 下 誠抄)

牛型 結 核菌 ノ愛型 菌R及 ビSノ 輩 一細 菌 接 種 ニ

ヨル海 撰 ノ結 核 感 染

KonradE.Birkhang:InfectiontubercUleusedu

cobayeinocu16avecuneseUlecelluledesvari6t6s。

RetS.dubacilletuberculeuxbovin.(C。R。desS6a

ncesdelaSoc。deBiol.,TomeCXIX.No.17.p.156.

1935.

著 者 ノ'LaszloWamoscker氏 ノ助 力 ニ ヨ リValle6

牛型 菌 ノR及 ビS攣 型 菌 ニッ キP6terfi氏 法 二Mリ

只 一 個 ノ 結 核 菌 ヲ分 離 シ 健 康 海 瞑(24匹 、210-・340

gr)二 接 種 セ ル ニ 該 海猿 ノ結 核 感 染 ヲ謹 明 シ得 タ 砺

而 モ 海狸 二R及 ビS攣 型 菌 ノ只 一 方 ノ ミノ菌 ヲ按 種

セ ノレニ、雨 髪 型 歯 ノ互 二移 り攣 リユ ク事(RζS)ヲ モ

詮 明 シ得 タ リ.

(京 都 府 馨 大 、 飯 塚 内科 、 柳 下誠 抄)

結 核 躊人 ノ乳 及 ビ初 乳 中 ノ コgホ 菌1研 究

JanPetresco:RecherchesdllbacilledeKochdans

lelaitetlecolostrumdesfemmestuberculeuses、

(C.R.desS6ancesdelaSoc.deBioL,TomeCXIX

No.17.P.165.1935.)

著 者 ハ乳 房 ノ結 核 性 侵 蝕 ナ キ肺 結 核 患 者39人 ノ嬬人

ゴ ツ キ、初 乳 及 ビ母 乳 ヲ得 、コvヲ 検 鏡 及 ビLδ 栂e貌stein

ノ培 養 基 誼 ビ 三海 狽 二接 種 試験 ヲ行 ヘ リ、試験 ノ結 果

チ ー,レ、ニ ノレゼ ソ ノ染 色 標 本 及 ビ培 養 ハ陰 性 ナ リキ、

海 狸 接 種 試験 亦 陰 性 ナ リキ、 以 上 ノ結 果 ハ 結 核 婦 人

ノ初 乳 、母 乳 中 ニ ハ コ ッホ菌 ヲ含 ム事 稀 ナ ル ヲ意 味 ス

ル モ ノナ リ、 乳 見 ノ結 核 感 染 ノ、母 乳 、初 乳 ニ ヨル感 染

ニ ア ラ ズ ン テ 母 禮 ヨ リ ノ 呼 吸結 核 菌 小 滴 ノ直接 浩 化

管感 染 ト考 へ得 プル ・ナ リ、

(京 都 府 馨大 、 飯 塚 内科 、 柳 下 誠 抄)

鳥 類 結 核 菌 ノ血 清 診 断 ノ海 狸 ヨ リ 分 離 シ 得 タル

四 種 ノ鳥 類結 核 菌 鑑 別
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W.Schaefer:LeS6rodiagnGsti・rdubacill(・dela

tuberculoseaviaire.IdentificationdequatreSouche

aviairesise16esdet'organismeducGbaye.(C.R.des

S6ancesdelaSoc・deBiol.,CXIX.No.17.P.169,

1935.)

著 者 ハ海 狸 ヨ リ分 離 セ ル 鳥 類 結 核 菌 ノ四 種 類 く632,

An。Ra,C・)ノ 各 特 異 性 「ア ソチ ゲ ソ」ノ存 在 ヲ溶」血反

磨 二Mリ 決 定 セ リ。

著 者 ノ 實験 二avバ 鳥 類 結 核 菌 ノ 「ア ソチ ゲ ソノ 特

異 性 ハ 各 個 ノ病 理 學 的性 質 二 滋ソ テ 決 定 サ の レモ ノ

ニ ア ラズ、即 チ鳥類 結 核菌 ノ或 種 ノモ ノハ動 物 二封 シ

無 毒 ナル ニ カ カハ ラズ 他 ノ有 毒 性 菌 ト同様 二 各 個 特

異 性 「ア ソチ ゲ ソ」ヲ有 ス ル モ ノナ リ。

1京 都 府 醤大 、 飯 塚 内科 、 柳 下誠 抄)

卵 ニ ヨル結 核 抗 睡 原 二就 テ

Alexa籠derBesredka;De}'antigbnetuberculeux

茎とenf.(C.R.desSban。deS◎c.deBiol。T.CXIX.

No.18,p.2521935.)

著 者 ハ20年 前 曹 達 中 二溶 解 セ シ メ タヌレ卵 黄 ヨ リ作 レ

ル培 養 液 ヲ登 表 セ リ.該 培 養 液 ハ 数 多 ノ病 原 膿 ヲ培

養 シ得 、 結 核 菌 ノ培 養 亦可 能 ニ シテ45日 後 豊 富 ナ ル

培 養 ヲ得 タ リ、カ カタレ培 養 液 ノ自家 分 解 液 ハ結 核 血 清

ノ存 在 ノ下 二於 テ ハ 「ア レキ シ 判 ヲ固 定 シ、耐 熱 性 ニ

シテ結 核海 狸 二封 シ毒 力 頗 ル微 弱 ナ リ轟

(京 都 府 幣 大 、 飯 塚 内科 、 柳 下誠 抄)

結 核菌 血 症 及 ビ謄 脊 髄 液 結 核 菌症 二就 テ

A.Puca:Bacill6mieetbacillorachietuberculeux.

(C.R.desS6ancesdelaSoc.deBiol.,T.CXIX.

No.18.p.258.1935.)

著 者 ハ 肺 結 核 患 者 二於 テ 結 核 菌 血 症 陰 性 ノ者 二 謄 脊

髄 液 中 二 結 核 菌 ノ存 在 ヲ 詮 明 セ ソ トシテ 實 験 ヲス ・

メ タ リ、結 核 菌 血症 ハL6wenstein氏 培 養 法=esリ

謹 明 シ得 タ ル モ、腰 椎穿 刺 二依 リ騰 脊髄 液 ヲ探 集 シ海

狸 、及 ピ培 養 試 験 ヲ行 ヒタ ル ニ蛇 レモ陰 性 ナ リキ.

:京都府 聲 大、 飯 塚 内科 、 梛 下 誠 抄)

牛 類 ニ オ ケ.ル結 核 菌 症 及 ビ結 核 稜 生

B.Ananiad6s:TuberculiRatienetbacill6mietuber・

culeusechezlesbovid6s.(C.R.desS6ancesdeIa

Soc.deBiol.,CXIX.No.1&P.265.1935・)

著者 ハ 廣 汎 ニ ワタ リ結 核 性 侵蝕 ノア ル 自然結 核 牛 ノ

血液 ヲ レ」 ウエ ソス タ イ ソ茂 法 ニ ヨ リ培 養 セル ニ 陰

性 ノ結 果 ヲ得 タ リ、尚 結 核 牛 ノ皮 内、及 ビ皮 下 二 「ソ ベ
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ノレク リソjヲ 注 射 シ シ ヨソ ク ヲ惹 起 セ シメ タ ル モ、 該

結 核 牛 ノ血 液 培 養 及 ビ海狸 接 種 亦 陰 性 ナ リキ、即 チ盟

内 誰 ソ ホ菌 ヲ移 動 セ シ ノ、血 中 二誘 出 ス レ事 ハ不 能 二

終 リタ リ ト。(京 都 府 醤 大 、 飯 塚 内科 、 柳 下 誠 抄)

海 猿 ノ特 霞性 結 核 解 剖 臨 淋 型 ノ頻 度

A.Saenl,L.CestiletM.Sadettin:Fr6quenceet

formesAnaterAe・cliniquesdelatuberculosesponta。

n6eduCobaye.(C.R.desS6ancesdelaSoc.de

BioL,T.CXIX。N◎.1&p.266.1935.)

著 者 等 ハ 健 康海 猿 ヲ 結 核 海 狸 ト同一 箱 内 二 飼 育 シ特

獲 性 結核 ヲ起 サ シメ、獄 レヲ解 剖 臨 休 的 二分 類 セ リ、

即 チ長 期(1--30ケ 月)結 核 海狸 ト 同一 箱 内 二 飼 養 ス

vバ 結 核 二罹 患 ヅ1年 ヨ リ2年 牛 迄 ノ飼 養 ニ ア リテ

ハ36%ノ 罹 患 率 ヲ見 ル。 シ カモ空 氣 ニ ヨル モ ノ最 モ

屡 ナ リ.サ レ ド 同 一 箱 内飼 養6〃 月以 内 ニ テ ・・特 號

性 結 核 ヲ見 ズ ト。

(京 都 府 馨大 、 飯塚 内科 、 柳 下誠 抄)

「パ ラ フイ 勤 中 二包裡 セ ラ レ殺 菌 サ レ タルKoch

菌 ノ注射 ニ ヨル 賓 験 動 物 ノ 比較 的 冤疫 ノ特 性 ニ

ツ キ テ

E.Couland:Caractbresdel'immunit6relativeobte・

nuechezle§animauxdelab◎rat。ireparinjecti・n

debacillesdeK㏄hTu6s,enrob6sdanslaparaMne.

(CRdeSoc.deBio1.T.CXIXNo.20.p.463。

1935.)

著 者 ハ 煮 沸 溶 解 セ ル 「バ ラ フ イ ソJ中 二 包 裡 セ ル結 核

菌 ヲ以 テ實 験 動 物(家 兎 及 ビ海狸)二 強 キ 「ア レル ギ ー」

ノ状 態 ヲ 得 サ シメ タ リ。カク シテ著 者 ハ コ レ ヲ動 物 髄

二注 射 シ該 動 物 二比 較 的免 疫 ヲ得 サ シ メ
、結 核 感染 度

ヲ弱 ラ シメ且 ツ遅 延 セ シメ得 タ リ、サ レ ド劇 シキ感染

ニ タ イ シテ ハ 絶 野 ノ免 疫 ハ コ レ ヲ 得 ル コ ト不 能 ナ リ

Konrad.E.Birkhang:

ノ ゆ

res監staめce

Cobayesinoeu16sperosaveclesvari6t6sRetS。

duBCG・(C.R。deSoc .deBioLT.CXIX.No.20.

p.472,1935.)

著 者 ・・家 兎 二BCG/R及 ビSノ 経 口接 種 ヲ行 ヒ 「ツ

ベ ル ク リ ン2過 敏 性 及 ビ毒 力 菌 ノ再 感 染 二 野 ス ル ハ 抵

キ。(京 都 府 署 大 、 飯 塚 内科 、柳 下 誠 抄)

BCG/KS墾 種 ノ脛 口接 種海 獲 二於 ケ ル毒 性

再 感 染 ニ タイ ス ル 抵 抗 及 ビ9ツ ベ ク ル リ 恥 過 敏

性

Allergietuberculiniqueet

aUAesurinfectionvirulentechezles
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抗 二 就 テ検 セ リ。 即 チ塑 種R二 比 シS愛 種 ハ 「ソ ベル

ク リ ソア レル ギー」強 陽性 ニ シテ 結 核 菌 ノ毒 性 再 感染

二SS・y大 ナ ル抵 抗 ヲ示 セ リ
、 反 之Rハ 何 等 「ツ 心 レク

リ ソ」反 慮 ヲ呈 セ ズ、 結 核 菌 ノ再 感 染 二封 シ抵 抗 弱 ク

病 竈 著 明 ニ シテ且 ツ汎 壁 性 ノ像 ヲ呈 セ リ。

(京 都 府層 塚 大、 飯 塚 内科 、 柳 下誠 抄

外 科 的 結核 症a於 ケ ルBesredkaノ 新 「7ン チ ゲ

ン」ヲ以 テ セ ル結 合 笈 癒 成 績

KurtMeyeretHugbretteFroyez.Roederer:R6su・

1tatsdelar6actiondefixati◎navecenuovelanti・

g鋤eBesredkadanslestuberculosesChimurgieals.

(C.R.deSoc.deBioL,1935,T.CXIX。p.478,No.

20。)

著 者 等 ハBesredkaノ 新 ジア ソ チゲ ン」ヲ用 ヒ外 科 的

結 核 患 者 ニ オ ケ ル結 合 反 癒 ノ陽性 如 何 ヲ槍 査 セ リ、卸

チ250名 中123名 ・・確 實 二 骨 性 結 核 ナ リ シ 者 ナ リ。

コ ノ123名 ノ中88中 」7L5%)ハ 本 反 慮 陽 性 ニ シテ8

名(16.5f・6>ハ 疑 ガ ノ・シ〃、27名1.22%)ハ 陰 性 ナ リキ。

125名 ノ非結 核 患 者 ノ血 清 ニ ツ キ テ 見 ル ニ2名 ハ疑 が

ハ シク、4名(3。5%}ハ 陽性 ナ リキ。 以 上 ノ成 績 ニ ヨ

レバ、外 見 上健 康 ナ レ ド、潜 伏性 結 核 二 才 イ テ モ亦 陽

性 ヲ ア ラ ハ ス 事 ヲ考 フ,レ時 本結 合反 慮 ハ 特 異性 ノモ

ノ ナ リ ト考 へ 得 プ ル ・ナ リ。

(京 都 府 讐 大 、 飯 塚 内 科 、柳 下 誠 抄)

ニ ツ ノ異 ナ レル 「ア ン チ ゲ ン」(Besredkaノ 卵 黄

「7ン チ ゲ ン」卜BequetetNbgreノ 「メ チ ー ル

ア ン チ ゲ ン」)ヲ 以 テ セ ル 結 核 ノ結 合 笈 感 ノ成 績

比 較

RobertWahletPierreLaval:R6sultatsCompar6s

desr6aeti《msdefixationpourlatuberculoseavec

deuxaRtigenesdiff6rents(aptig加ealo6ufdeBes・

e(lkaetantig壱nem6thyliquedeB⑥quetetN壱gre)

(C.R.delaSoc,deBioL,1935.,T.CXIX,P.483,

No.20.)

著 者 等 ハ101例 ノ肺 結 核 患 者血 清 ニ ソ キ テBesredka

ノ卵 黄 「ア ソチ ゲ ンj及 ビBoquetetNegreノ ワ チー

ル ア ソチ ゲ ソ」ヲ以 テ 本 結 含 反 慮 ヲ比 較検 査 セ リ。 即

チ101例 中 「メ チ ー ル ア ンチ ゲ ン」ヲ以 テ セル 者63名

(64%)、 卵 黄 漸 ギア ン千 ゲ ソ」ヲ以 テ セ ル 者98名197

%)陽 性 ヲ得 タ リ。 自PチBesredka戸 ア ンチ ゲ ソ」ヲ

以 テ セ ル例 ノ・陽 性 率 高 キ ヲ知 レ リ、Besredkaノ 「ア

yチ ゲ ソ」ニ オ イ テ ハ 肺 結 核 患 者 ハ常 二陽 性 ニ ンテ而
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モ結 核 症 ノ進 行 性 ノモ ノニ テ ハ、ソ ノ反 慮 頗 ル強 キ ヲ

知 レ リ。(京 都 府 讐 大 、 飯 塚 内科 、 柳 下 誠 抄)

實 駿 的 結 核 ノ脛 過 中 昌於 ケ ル 「グ リ コ コ ー 勘 排

出 曲線 及 ビ血 清 残 絵 窒 素含 量

EPezzangora:Teneurenazober6sidueldess6潤 レ

msetCourfesd'61iminationdeg}ycocotleanCeurs

destUberculosesexp6rimenta1es.(C.RdeSoc.de

BioLT.CXIX.No.20.p.513.1935ゆ

著 者 ハ家 兎 ヲ用 ヒ何 等 慮 置 ヲ講 ゼ ザ ル 劉照 例 及 ビ牛

型菌B.Valt6e.鳥 型 菌Ninni,BCG菌 ヲ何 レモ静脈

内 ヨ リ接種 シテ、實 験 的結 核 ヲ生 ゼ シメ是 等 ノ家 兎 二

「グ リコ コー ♪レ」ヲ員荷 シ血 清 残鯨 窒 素 ノ清 長 ヲ検 セ

リ。 封 照 側 ノ残 絵 窒 素 バー 時 減少 シ次 第 二 薙 値 二復

鯖 セ リ、實験 結 核 家 兎 ニテ ・・「グ リコ コ ー ル」ノ注 射後

残 絵 窒 素 上 昇 シ後 次 第 二下 降 ス、BCG.注 射例 ニ ア リ

テ ハ大 ナ,レ愛 化 ヲ見 ザ リキ、依 之 観 是 血 液 残蘇 窒素 調

節 ハ必 ズ シモ肝 臓 ニ ノ ミ俵,レ モ ノ ニ ア ラザ ル ヲ知 勘.

(京 都 府 馨 大 、 飯 塚 内 科 、 柳 下 誠 抄)

皮 虐 結 核 及 ビ結 核 疹 昌 於 ケ ル 血 液 ヲ ー轟 ノ海 撰

二移 植 セル結 果 ニツ キ テ

J.Gat6,P..J.MicheletP.Dugeis:R6sultatsfour・

nisparlesinoculationsdesangens6rieauCohaye

danslatuberculosecutan6eetlestuberculides.(C.

R.deSoc.deBiol.No。21.T.CXIX1935.p.565。)

著 者 等 ハ皮 膚 結 核 症7例 ト結 核 疹14例 ノ血 液 ヲ海狽

二移 植 セ ル ニ 中3例 二於 テ結 核 感 染 ノ陽性 ヲ見 タ リ、

3例 中2例 ・・結 節 性 狼 瘡 及 ビ硬結 性 バ ザy氏 紅 斑 ニ

シテ他 ノ1例 ハ登 疹 性 狼 瘡 ナ リキ.

(京 都 府 馨 大 、 飯 塚 内科 、 柳 下 誠 抄)

粟 鼠(CittelusCittelus)二 於 ケ ル賓 駿 的 結核 ノ研

究

D.CombiesceetV.Botez:Recherchessurlatu-

berculoseexp6rimentaleChezlespermophile(Citellus

citellus).(C。RdeS㏄.deBiologieNo.21。T.CXIX.

1935p。621.)

著 者 ハ栗 鼠(Citelluscitellus)二 人結 核 菌、牛結 核 菌鳥

結 核 菌 ヲ皮 下 、腹 腔 内、呼 吸 器 道 内 ヨ リ移 植 セ リ、 何

レモ 豫期 ノ如 ク 結 核 感 染 ヲナ シ得 。 肺、 淋 巴腺 、 肝

臓 、 脾 臓 、大 網 膜 、腎 臓 等 総 ベ テ結 核病 竈 ヲ見 タ リ.

動 物 ノ死 後 培 養 ヲ試 ミ ジニ皆 陽 性 ノ成 績 ヲ得 タ リ。

(京 都 府 署 大、 飯塚 内科 、 柳 下誠 抄)

栗 鼠:CitellusCitellus:1昌 於 ケ ル實 駿 的 結 楼 ノ組
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織 學 的 研 究

D.CombiescoetV.B《 》tez;Etudehistologiquede

Iatubercu馬seexp6rimentalechez!espermophile

(CitelEuscitellus>.(C.R.deSoc.deBiot。No.21.

1935.TomeCXIX.p.624.)

著 者等 ハ栗 鼠 二實 験 的 二 結 核 症 ヲ 生 ゼ シメ 肉 眼 的 ノ

所 見 ニ ツ イ テノ、既 二遽 ベ タ リ。 次 デ肝 臓 が 最 強度 二

侵 サ レタ,レ ヲ知 り、ソ ノ楡 鏡 的 所 見 ヲ逃 べ夏 二他臓 器

ノ ソ レヲ併 セ 報 告 セ リ。 印 チ肝 臓 ハ 外 見上 枯 葉 ノ如

キ色 調 ヲ呈 セ リ、 該 標 本 ヲ 見 ル ニ 多 撒 ノ結 核 菌 ヲ謹

ス.結 核 濾 胞 及 ビ 其 周 園 ニ ハ血 管 ヲ見 ル、 叉淋 巴球

ト内被 細胞 ヲ認 メタ ル モ、 巨大 細 胞 ハ鉄 除 ス、脾 臓 ハ

肉眼 的 ニハ 正 常 ナ ル モ、 検 鏡 的 ニハ 結 核 菌 ヲ謹 シ、

Langhans巨 大細 胞 ト叉Sterhberg氏 細 胞 ヲ見 ル、 副

腎 ニ テ ハ淋 巴球 ヲ見 ル、血 液 標 本 ニ テ ハ 中 二、結 核 菌

ヲ誰 シ而 モ内 被 細 胞 ニ ヨ リ包 裡 サ レタ ル ヲ知,レ、他 ノ

臓 器 ニ ア リテ ハ特 異 ノ所 見 ヲ認 メ ズ。

(京 都 府 醤 大、 飯 塚 内 科 、柳 下誠 抄)

結 核菌R及 ビS攣 種 ニ ヨル 「メ チ レ ン」青 ノ還 元

現 象

ThorsteinGuthe:Ph6玲omもneder6ductiondublen

demethylbneparlesvari6t6sRetSdesbac皿es

tubercUleux.(C.R.deSoc.deBioLT。CXIXNe.

22.p.694.1935.)

著 者 ハ結 核 菌 ノR及 ピS攣 種 ニ ヨ ヅ メ チvン 」青 ノ

選 元 作 用 ヲ検 シ下 ノ成 績 ヲ得 タ リ、卸 チ鳥 類 及 ビ哺 乳

類 結 核 菌R及 ビS種 ハ「メ チvソ 」青 ヲ還 元 スル能 力

ヲ有 ス。 而 シテ哺 乳 類S種 ハ鳥 類 結 核 繭 二比 シ量 的

ニモ質 的 ニ モ還 元 能 力=甚 ダ シ ク而 モ速 カナ リ。

(京 都 府 屠 大 、 飯 塚 内科 、柳 下 誠 抄)

「7it11・でy;,」 加 結 核 菌 ニ ヨ リ結 核菌 二 封 ス ル

海 獲 ノ冤 疫 ノ研 究

E.etM..T.Lagrange:Essaisd'immunisationdu

CobayeC㎝trelebacilletuberculeuxaumoyende

baci11esformo16s.(C.RdeSoc,deBioLT.CXIX.

No.22,p.701.1935.)

著 者 ハ 「フ ォ ル マ リン」加 結 核 菌 ヲ 海 狸 二注 射 シ 叉 結

核 感 染 海 狸ニニ此 注射 ヲ績 行 シ 次 ノ如 キ成 績 ヲ得 タ リ・

即 チ 「フ ォル マ リ ソ」加 結核 菌 ノ注 射 ヲ 受 〃 ザ ル 野 照

例 ・・4朔 以 内 身 死 セ 〃 二比 シ 本 注 射 ヲ受 躯 ・レ

モ ノ・・結 核 感 染 量 ヨ リモ更 二大 縮ソ 歯 ヲ以 テ ヴテ モ

10〃 月 モ ヨ ク生 命 ヲ保 テ リ。
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(京 都 府 馨 大 、 飯 塚 内科 、柳 下 誠 抄 ノ

結 核 性 脇 膜 炎 見 ヨ リ分離 セ ル 牛 型 菌 ワ家 兎 及 ビ

捜 二封 ス ル強 毒 性 二就 テ

A.Saenz:Hauteviulence,pourlelapinetleveau.

d'uneSouchedebaeillesboVinsisol6ederorga㎡ 一

smed,uuenfantmortdem6ningitetuberculeuse.(C.

R.deSoc.deBiol.T.CXIX.No.22,p.7221935.)

著 者 ハ鵬 膜 炎 ニ テ 死 匂 レ 患見 ノ身膿 ヨ リ 分 離 セ ル牛

型 菌 ヲ用 ヒ動 物 二封 ス ル毒 力 ヲ検 セ リ、分 離 當 時 ノ モ

ノハ牛 型 菌 特有 ノ 「ヂ ス ゴニ ー ク」ヲ 呈 セ リ、 コ レ ヲ

「グ リセ リソ」加 馬 鈴 薯 培養 基 二 世代 ヲ 重 ネ テ 培養 シ

「ユ ー ゴ ニー ク」型 二墜 化 セ ル モ ノハ海 狸 、家 兎 、積 二

封 ジ毒 力旺 盛 ニ シテ汎 登性 ノ結核 症 ヲ生 ぜ シム ト。

(京 都 府 讐 大 、 飯 塚 内科 、 柳 下 誠 抄)

「ヂ ス ゴZ一 ク」年型 結 核 菌 ヨ ザ ユ ー ゴ ニ ー クコ

R型 種 ノ分 離

R。Laporte:DissociationentypeReugoniquedes

sou《ehesdebaeillestuberculeuxbovinsdysgoniqees.

(C.R。deSoc.deBiol。T.CXIX.No.22.p。725,

1935・)

著 者 ハi'一ヂ ス ゴ ニー ク」牛 型 結 核 菌 ソ 培養 ニ ア タ リニ

ツ ノ優 秀 ナ ル 固形 培 養 基 ヲ用 ピ タ リ、此 培 養 基 二9リ

Besredkaノ 培 養 基 ニ オ ケ ル が如 ク菌 ノ固 定 ノ性 質 ・・

保 存 サ レテ ユ ク モ ノナ リ、即 チー ツ ノ・卵 黄 ト血 清 ヲ使

用 シ他 ノー ソ バLurniere氏 ノ培 養 基 ヲ改 良 匂 レモ ノ

ニ シ テ牛 ノ肝 臓 片 ヲ用 ヒ 菌 ノ保 存 二 使 用 ス ル モ ノナ

リ、 カク ンテ著 者 ハ コ レ ラ、 培 養 基 ニ ヨ リ「ヂ ス ゴ ニ

ー ク」牛型 結 核 菌 ヨ リ 「ユ ー ゴ ニー ク」型R種 ヲ分 離 ス

ル ニ成 功 セ リ。

(京 都 府 馨大 、 飯塚 内科 、 柳 下 誠 抄)

健 康 家兎 及 ビ結 核 又 ハBCG菌 ヲ接 種 セ ル家 兎 二

於 ケ ル 「グ リ コ コ ー ル」排 泄 曲線 及 ビ獲 釜 窒 素 代

謝 二及ボ ス 「'yベ ル ク リン」及 感 ノ影 響

F.Pezzangora:Influencedelar6actiontuberculi-

niquesurleM6tabolismedePazoter6sidueletla

C◎urbed,61iminati《 》ndugLyeocolleChezdesIapins

sainsouTinbereuleux,ouinecu16saveclebacille

BCG.(C.R.deSoc.deBiol.T.CXIX,No.22。P.

727.1935。)

著 者 ハ正 常 家 兎 二「ツ ベ ル ク リ ソ」ヲ注 射 シ タ ル モ 礎

鹸 窒 素 ハ何 等 憂 化 ヲ來 サ ザ リキ。 接 種 匂 レモ ノ ニ ア

リテ モ同 様 三 残絵 窒素 ニハ 何 等 攣 牝 ヲ 呈 セ ザ リキ。
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反之牛型結核菌叉 ハ 鳥型結核 菌 ヲ静脈 内二1ケ 月 ニ

ヲタ リ注 射セル家 兎 二 「ツベルク リン」ヲ注 射スル時

ノ・残絵窒素上昇 シ24時 間 ニ ジテ最大 二達 シ48時 間

後奮値 二復 スe爾 ヂグ リ==-7V」 ヲ静脹 内二注射 セ

バ30分 後 ニ シテ残絵窒素 著 シク上昇 ス、 而モrソ ベ

♪Vクリソ」ヲ注射 セザル結核家兎 二見 ラ}V・ ヨリモ爾

残 籐窒素量 ハ更 二高 キ ヲ知 ル。

(京都府謄大、飯塚内科 、柳下誠抄)

腸結核 卜貧血

(今村荒 男:日 本潰 化機病學會雑誌、第34巻 、8號 、

583頁 、昭和10年8刀)

腸結核 患者 ニハ 貧血高度 ナル 傾 向 アルモ著者等 ノ取

扱 フ腸結核 患者 ノ多 クハ 重症肺結核 患者ナル故 二 腸

結核 ノ貧血 ガ腸結核 二基 ク カ或 ハ 肺結核 二基 クカ ヲ

匠分 スル能 ハズ、他面 二於 テ腸結 核アルモ貧血 ノ比較

的輕度 ノ者 がア リ、叉肺結核 ガ重症 デモ貧血 ノ輕度 ナ

ル者 がア リ、逆 二肺結核 が輕症 デモ貧血 が著 ンイ者 が

アル㌔

斯 カル故 二 結核患者 ノ貧血ハ 結核病攣 ノ進展 以外 二

他 ノ疾 病 ノ合 併 ヲ考ヘナ クテハナ ラヌ、合併症 デ治療

シ得 ルモノハ 出來 ルグケ 早 ク適 當 ノ療 法 ヲ爲 スペキ

デ アル、貧血 ガ合併症 二由 ルニ非 ザル時 ハ特別 ノ病型

デ アル 肺結核 ノ貧血型 ノ如 キ萎 黄症叉 ハ之 二類似 ノ

疾患 デ アル カ或 ハ 特別 二造血臓器 が結核菌或 ノ、其毒

素 二i封シテ 抵抗弱 キ爲 ナル カ等 ヲ考 フペキデアル。

更 二叉肺結核以外 ノ結核性疾患例ヘ パ腸結核、淋巴腺

結核等 デ臨 肱的 二知 リ得 ナ イ合併症 ヲモ 考ヘ ナクテ

ハナ ラヌ⑤

斯 ノ如 ク事 態 が複雑 デアルが 結核患者 二 貧血 がア レ

バ肺結核、腸結 核其他 ノ結核疾患 二封ス ノレ治療 ノ他 二

非結核 性疾 患 ノ合併 ア レパ之 ヲ治療 ス、次 二萎黄症 ノ

如 ク特別 二 造血臓器 二 機能障碍 ア レバ 之 レ=SSシ テ

適策 ヲ講 ズ,レ。

著者 ハ腸結核 ノ貧血 二封 スル ノ ミナ ラズ實 二・結核貧

血 二封 シ、且叉貧 血 ノミナ ラズ結核病攣 二野 シテ直接

或ハ間接 二影響 ア,レ治療法 ヲ述 ブ。 其法(甲)肝 油「ト

・マ ㌧ 療 法。(乙)銅 加鐵鋼静脈 内注 射療法。(丙)「 ビ

リル ビソ」静 脈内注射。(丁)人 血筋肉 内注射 法。 ノ四

項 二分 タルe就 中著者ハ 肝油 「トマb」療法 ノ如 キ高

「ヴィタ ミソ」食餌 ヲー般的 二 出來 ル ダケ 推奨 スベ シ

トナス。 著 者 ノ敏 室 二於 イテ悔 狸 二「ヴイタ ミソ」C

鉄乏飼養 ヲ行 ヒ貧血 ヲ起 シ、「トマ トご汁 ヲ與 フ レパ血

録 【第13巻

液像 ノ恢復 ヲ見、腸結核、肺結 核患者 ニハ肝 油15瓦 、

1トマb」汁90筑 ヲ1圓3回 宛 内用 セ シメ
、一般症状

ノ著明 ナル輕快、特 二解 熱 二向ヘルモ ノ多 ク、盟重増

加 ヲ來 セルモ ノ相當数 アル ヲ認 メタ。 銅加鐡剤静脹

内注射 ハ経 口的 二鐵 鋼 ヲ 與工 得 ナイ場合特 二鐵 突療

法 ノ行 ヒ得 ナイ場合 二試 ミル 債値 がア,レ.「ビ リル ビ

ソJ静脹 内注 射ハ未 ダ多 キヲ望 ム能 ハズ、人 血筋 肉注

射 ハ重症肺結核 患者 ニモ数 果 アル場合 がア,レ(注射方

法 ハ10%「 チ トラー ト」1:血 液5-9ノ 割 二混 ジ、血

液10-20ccmヲ 磐筋内叉 ハ 大腿内 二左右交 互二注射

シ、該 部 二「マッサー ジ」ヲ行 ヒタル後温漏布 ヲ施 ス、

同型叉 ハ0型 ヲ選 ビ、毎 日叉 ハ大部分 ハ隔 日二行 フ)。

腸結核 ニモ試 ム可 キ 債値 ガアル。 更 二肺結 核 ノ輕症

或 ハ中等症 ナル者 二試 ムレバ 治療 ヲ促 進ス ル可能性

が多 イ。從來 ノ療法 二是等 ノ療 法特 二高「ヅィタ ミソ」

食餌 タ,レ肝油「トマ ㌧ 療 法及 人血注射療 法等 ヲ合 セ

用 ユ レバ 勿論根治療法 デハナ イ ガ肺結核 患者 ノ重症

者ニモ経過 ヲ良好 ナ ラ シムル 場合 ガ 多クナツタ ト考

ヘ ラル ト。(名 大、岡 田抄)

Biscoclaurin系Alkaloid類 ワ實駿的結核 二及

ボ ス影 響蛇 呂結核患者 り血清診 断二就 テ

(東京高等薗科署學校 長谷川秀治:昭 和10年11月

13日 、東 京市療養所抄讃 會)

余ハ東京高等歯科署學校微生物學敬室 二 於 テ 共同研

究者 ト共 ニナ シツ ・アル 研究 二就 テ 前 記表題 ノモ ト

ニ述 ベ ソ トス。

結核 ノ化學療法 ハ 結核 菌 が類 脂盟 ノ皮膜 ニ ヨリテ包

マレテヰルタメ・二非常 二困難 ナ リ ト信 ゼラ レ居 ルモ
、

近時、試験管 二於 ケル殺菌力 アルモノヲ選 ビ次 デ實験

的結核 二磨用 シテ 先 ヅ 結核形成 阻止作用 アル物質 ヲ

見 出 シ、以 テ結核 ノ化學療 法 ノ目的 ヲ達 セ ントスル研

究績 出セ リ.就 中、Hes史 氏 ハ約四千種 ノ物質 二就

テ、 實験 ノ結 果、Safranin,TanniRheliotrop二 於 テ家

兎 ノ實験 的結核 ノ進行 ヲ 阻止 スル 事實 ヲ認 メタ リ、

叉 本年9月 同氏 ・・Silicylricinols5uretithylesterヲ結

核 ニテ免疫 セ ル 家 兎 二長期間 而モ充分 二投 輿 スル ト

キ・・結核病竈 二於 ケ♪レBindegewebeノ 新生 トAbk.

apselungト ヲ將 來スル コ トヲ實験 セ リ.我 國 二於テ

ハ傳研 佐藤敏授 ノ研 究室 二於 テ、青 木、黒屋.白 井 ノ

諸氏 ハphenylhydrazinヲ 初 メ 〉ンテ種 々ノHydrazin

誘導髄 が海猿 ノ實験 的結核 二 於テ 結核形成阻止作用

アル事 實 ヲ認 メタ リ。 佐藤、安藤雨氏 ハNi!・bluet・
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Indigo-disulphonicPOtassium,Neutralred,SafraniR,

等 ノ色 素 が結 核 形 成 阻 止 アル事 ヲ認 メ、 武 田、 安 藤 、

畑 、三 輪 氏 等 ハ近 時 、結 核 「ワ ク チ ソノ 有 数 成 分 トオ

ポ ジキ物 質 ヲ槍 索 ヅテ之 ヲ報 告 セ リ。 余 等 ハ7,8年

前 ヨ リ主bン テBiscoclaurin系alkaloid類 ノ海 猿 ノ

實 験 的 結 核 二封 ス ル 影 響 ヲ 實 験 シツ ・ア リゆ 今 同 ハ

就 中、TUlobin,Isotrilobin,Menisarin,Tetrandrin,

Cepharanthin,及 ビTrilebinノ 分解 成 績 膿 ナ'レDes-

methyltrilobin,Tril◎binntethylmethin,Aminoaldehyd,

Methexy・diphenylllther・dicarbonsaure,叉 合成 物 質1・

シテ・・Diphenylendiexyd,Ditolylendioxyd等 ヲ用 ヒ タ

3レ實験 二就 テ 報告 セ ソ トス?vモ ノナ リ。Cepharanthin

ヲ除 ク 他 ノ物 質 ノ作 用 二 就 テ ハ 來 ル11月16H螢 行

ノ東 京 響事 新 誌 上 二於 テ ソ ノ大 要 ヲ 登 表 ス ル豫 定 ナ

リ。'

次 二Biscoclaurin系Alkaloidト ハ2個 ノCoclaurin

型Alkaloidが 「エ ーテ ノレ」型 酸素 ヲ以 テ1ケ 所 乃至 撒

ク所 ニ テ 連 結 サ レタ ル 構 造 ヲ 有 ス ル 非 常 二分子 ノ

大 ナ ルAlka!oidニ ンテ從 來 ノAlkaloid化 學 二於 テ

ノ・未 ダ嘗 テ 見 ザ ル モ ノナ リ.而 ンテ 特 殊 ナ ル新 一群

Dipheny1畿thrヲ 構 成 ス,レ橋 状 酸 素 ヲ ソ ノ分 子 中 二含

有 ス,レモ ノニ ンテ、構 造 ハ近 藤 東大 敬 授 及 ビ ソ ノ門 下

生 二3リ テ初 メ テ解 決 サvAlkaleid化 學 二於 テ ・・極

メ テ興 味 ア♪レ物 質 ナ リge而 モ、 此 ノ鳩 ノAlkaleidハ

特 二邦 産 防 己科 植 物Nり 多 数 出現 ス ル コ1・モ 明 ニ セ

ラ レ現 今 マ デ 約十 撒種 獲 見 サ ル ・ 二 至 レ リ、 帥 チ

Trilobin,Isotrilobin,MenisariR,Normenisarin,Cep・

㌔aranthin,Tetrandrin,Phaanthin,IsGtetrandrin,Tri-

lobamLin,Oxyacanthin,Berbamin,Dauricin等 ノ

Alkaloid之 ナ リ。 是 等 ノ物 質 ノ化 學 的性 質 二關 ンテ

ハ共 同研 究 、富 田 等 ノ藥 學 雑 誌 ノ報 告 二譲 リ本 日 ハ特

二、Trilobin系AIkaloid,Tetrandrin,及 ビCepharan・

thin等 二就 テ ソ ノ實験 的 結 核 二及 ボ ス 景響 二就 テ述

ベ ソ トス。

=ノ 三 者 中 ニ テTrilobinハDiphenylendioxyd核 ヲ

有 シ、橋 状 酸素 ヲ3個 ソノ構 造 中 二含有 ス ノレニ反y・

Tetrandrin・ ・Diphenylendioxyd核 ヲ有 セ ズ、 橋}伏

酸 素2個 ヲ有 ス。Cepharanthinハ 構 造 未決 定 ナ ♪レモ

橋 状 酸 素3個 ヲ有 ス ル コb・ ・明 ナ リ。 而 レテDiphe・

nylendiexyd核 ノ存 否 二就 テ ハ未 決 ノ問 題 二罵 ス・

次 二實 験 的 結 核 ノ實 験 方法 二就 テ述 ベ ン・

供 試 動 物 ・・常 二重 駄300瓦 前 後 ノ雄 ノ海 狸 ヲ用 ヒタ
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リ。 菌株 ・・上池 株Frankfurt株 等 ノ強毒 人 型 結 核 菌

ノ16日 乃 至20日 間 培養 ヲ用 ヒ、所 要菌 量 が生 理 的 食

盤 水O.5cq中=含 有 サ ル`・ 如 ク ニ 菌 浮游 液 ヲ作 リ、

此 ヲ海 狸 ノ右 側 腹 壁 ノ皮 下 二注 射 ヴ罹 患 セ シ メ タ リ。

藥 品 ノ敏 力 ヲ比 較 ス ル タ メ ニ大彊 、菌 量 ハ1/10竈 注

射 セ リ.但 シ實験 二 欝 リテハ菌 量 ヲ増 減 セ リ.薬 晶

ノ注 射 ハ菌 液 注 射 後1週 日以 内=於 テ セ リ。 但 シ菌

液 注 射 後 、 籔1011ヲ 経 テ桑 液 注 射 セ}ンモ ノニ就 テ ハ

後 報 二譲 ル。

實験 成 績 ノ剣 定 ハ 原 則 ト シ テ70日 目 二解 剖 シテ封

照、 實験 各10匹 宛 ノ成 績 ヲ比 較 セ リ。

比 較 ノ標 準 ハ淋 巴腺 ニテ ソ ノ肥 大 ノ程 度 ニ ヨ リ、脾臓

二於 テハ重 量、及 結 節 ノ多 少 、肺蹴 肝 臓 二於 テ ハ結

鮪 ノ撒 ヲ何 レモ 肉 眼 的 二観 察 シテ、是 等 ヲ比較 セ リ。

上 述iノ如 ク ニ シテ、種 々藥 品 ノ實験 的結 核 ノ阻 止 力 ヲ

比 較 セ ル ニ、Cepharanthin最 モ 強 力 ニ シテ、Trilobin

之 二次 ギ、TetrandriR・ ・最 モ 弱 シ。Cepharanthinノ ・

Stephaniacepharantha,Hayata(タ マ サ キ ツ ヅ ラ フ

ヂ)ヨ リ、TrilobinハCocculustrilobus,Dc(ア オ ツ

ヅ ラフ ヂ)及 ビC◎cculussarmentosus,Diels(ホ ウザ

ンソ ヅ ラ フ ヂ)Mリ 、TetrandrinハStephaniatetr・

andraS.Moore(シ マ ハス ノノ・カヅ ラ)ilリ 取 り出

サ レタ ルAlkalGidニ シテTrilobin二 於 テ ・・注 射 局

所 ノ潰 瘍 、藥 晶 注 射 ニ ヨ リテ起 ル燈 重 ノ減 少 、等 色 々

不 快 ナ ル副 作 用 ア ル ニ反 シCepharanthinニ テ ハ注 射

局所 二刺 戟症 状 ナ ク、盟 重 ノ減 少 モ ナ ク、 叉Trilobin

ニ テ ハ淋 巴腺 及 肝 臓 結 核=W封 ・yソノ阻 止 作 用 、微 々タ

ル ニ反 シCepharanthinニ テ ハ是 等 二封 シテ、極 メ テ

著 明 ナ 〃阻 止作 用 ヲ呈 シタ リ。 叉Trilobinニ テ ハ70

日間 二100彪 ヲ 注 射 ス ル ニ 相 當 ノ弊死 ヲ 免 レ ザル ニ

Cepharanthin二 於 テ ハ168選 ヲ注 射 ス,レ モ殆 ソ ド弊

死 セ ズ。膿 重 モ封 照1・殆 ソ ド攣 ラザ ル程 度 ナ リ。Tetra-

ndrinハ400竈 、 注 射 二於 テ モ阻 止 作用 殆 ソ ド微 弱 ナ

リ.只 淋 巴 腺 二封 シ テ ノ ミ稽 ζ作 用 顯 著 ナ ル ハ 興 味

ア,レ事 實 ニ ンテ ソノ光學 的 異 性盟 ナ ルIsotetrandrin

トノ作 用 ヲ後 報 二於 テ比較 ス ル豫 定 ナ リ.

Trilobin/Isomerナ 」vIsotritQbin二 於 テ ・・略;ソ

ノ作用Tri1◎bin二 近 似 シ、MeRisarinハTrilobin二

比 シ テMethoxyl基1個 ヲ多 ク有 ス ル ソ ノDehydr◎ ・

baseニ シテ、 ソノ毒 性Trilobinヨ リ弱 ク、結 核 阻 止

力 モ弱 ケvド モ爾 相 當 ノ数 果 ヲ認 ム,爾Trilobinノ

分 解 成 績饅 ナil・t、Des㎞ethyltrilobin,Trilobinmethyl・



1722 會 報 蛇 雑 報 【第13巻

methin,Trilobinmethylmethin,等 二 就 テ モ 實 験 セ ル

ニ明 二阻 止 作 用 ヲ有 シ、Trilobinmethylmethinヲ 「オ

ゾ ソjニ テ酸 化 ス ル コ トニ ョ リテ生 ズ ルー 種 ノAmin-

oaldehydが 偶然 ニモ、 猛 毒 性 ヲ有 ス ル事 實 ヲ認 メ タ

リ。 爾Trilobinヲ 分 解 シテ、 ソ ノ阻 止 作 用 ノ本 態 ガ

Diphenylendioxyd核 ヲ含有 ス ル部 分 ニア リヤ、 叉 ハ

此 核 ヲ含 有 セ ザ ル 部 分 ニ ア リヤ ヲ 検 索 セ ソ ト欲 シ、

Diphenylendioxydヲoliv油 叉 ハCarbitol二 溶 解 シ

テ ソ ノ作 用 ヲ見 叉 一 方 、Trilobinmethylmethinヨ1}出

城 シテ橋 状 酸 素 ヲ只1個 ノ ミ有 ス ノレMethoxydiphe・

ny15therdicarbonsauresNatrimnヲ 作 リ、 ソ ノ水 溶 液

二於 テ作 用 ヲ比 較 セ ル ニ、Diphenylendioxyd核=ノ

ミ結 核 形 成 阻 止 伶 用 アル 事 實 ヲ認 メ タ リ.從 ツテ、

Biscoclaurin系alkal。id中 、Trilobinノ 阻 止 作 用 ・・

ソ ノー 部 ヲDiphenylendioxyd核 判諦 ス ル コ トヲ得JV

モ、 構 造 未決 定 ナ,レCepharanthinノ 強 ガ ナlv阻 止 作

用 及 ビDiphenyleRdioxyd核 ナ キTetrandrinノ 阻 止

作 用 ノ本 態 ヲ何 レ ニ 蹄 ス ベ キ ヤ ハ 今 後 ノ研 究 二待 タ

ザ ル可 ヵ ラズ。 叉Cephaτanthin・ ・他 ノ物 質 ト異 り試

験 管 内 二於 テ結 核 菌 二樹 シ 殺 菌 力 極 メ テ 微 弱 ナ リ。

例 ヘ バ、TrilobiR=於 テ ハ 結 核 薗 二 封 ス 〃 獲 育 阻止

力 ・・約 三 萬 三千 倍、Tetrandrin二 於 テ ・・i約ソ ノ2分

ノ1ノ 濃 度 二於 テ登 揮 セ ラル ・モ、IJ-::=g}::lf:尾)Cephara-

nthin二 於 テ ハ近 々2倍 位 ノ稀繹 度 二於 テ、 號 育 阻止

ス,レ ニ過 ギ ザル ニ、生 盟 内 二於 テハ結 核 ノ形 戌 ヲ強 度

二阻止 ス ル ハ極 メテ興 味 ア ル事 實 二鳩 ス。

次 二結 核 患 者 ノ血清 診 噺 二就 テ 述 ベ ソ トス,余 ハ先

二西 村 ト共 二Lysolecithin,Digitalin,Digitonin,

Convallamarin,Convallarin等 ノ添 加 培 養 基 ニ ヨ リテ

所 謂 愛性 結 核 菌 ヲ得 ル コ トヲ報 告 セ リ(東 京 轡 事 新 誌

2931)ソ ノ後、 東 風 ト共 二結 核 菌 ノ李 等 浮 游 液llhom《)・

geneEm臓1sion)ヲ 得 テ、 之 ヲ凝 集 反 磨及 ビ補 膿 結 合

反 慮 二慮 用 セ ソ ト欲 シ、種 々研 究 ノ結 果 、精 く浦 足 ス

ベ キ結 果 二近 ヅ キツ ・ア ル タ メニ 此 慮 二遠 ベ ソ トス.、

最 モ優 秀 ナ ルEmulsien・ ・Convallamarin(Conva-

11ariamajalis,L.(ヌ ズ ラ ソ)中 ノ醜 糖膿)ヲ 用 ヒテ培

養 セル培 養 菌 ニ ヨ リテ 得 ラ レ タ ル モ ノナ サ.方 法 ハ

Roux氏 試 験 管 二 模 状 馬鈴 薯 ヲ 入 レ 基 底 部 ニ ハ5.0

%ノGlycerin水 二Convallamarinヲ1%二 溶 シPt

,レ溶 液 ヲ入 レ 結 核 菌 ヲ 馬 鈴 薯 ノ斜 面 二 塗 布 シテ培 養

シGlycerin水 ヲ時 々塗 布 面 二寝 サ シ ム.培 養 期 間 ・・

約40圓 ヨ"60日 位 迄 ノ間 ヲ 可 トスe而 ジテ培 養 菊

塊 が泥状 トナ リ シ トキ之 ヲ掻 キ取 リ、浮 游 液 トナス ト

キ・・均 等 トナ ル。 尚Digitonin,Digital'inニ ヨ リテ モ

同襟 ニ シテ 容 易 二李 等 液 ヲ得 。Saponin及 ビ ソ ノ他

ノ物 質 ニ テモ 稽 ζ困難 ナ ル モ 可 能 ナ リ.是 等 ノ李 等

液 ヲ比 較 ス ル ニ 自然 凝 集 ヲ起 ス モ ノ等 モ ア リテ、一 旦

亭 等 ニナ リタ リ ト錐 モ 沈 下 ス ル モ ノ ア リ。 生 菌 ♪マ

マ ニ テハ 李 等 ナ ル モ 漁 沸 ス ル トキハ 叉 自然 凝 集 ヲ起

ス モ ノア リ。 結 局 生 菌 ノマ ・ニ テ モ、煮沸 シテ モ長 時

間放 置 ス ル トモ 少 シモ 攣 化 セ ズ 自然 凝 集 モ セ ザ ル モ

ノノ・Convallamarinニ ヨ リテ手1}タ,レ不 等浮 游 液 ニ シ

テ圭 トシテ 之 ヲ用 ヒテ 結 核 患 者 ノ血 清 二就 テ 凝 集 反

旛及 ビ補 髄 結 合 反 磨 ヲ施 行 中 ニ シテ、今 日マ デ ノ成 績

ニテ ・・結 核 患 者107例 中凝 集 反 癒80例(75%)陽 性=

erテ 強 キ モ ノノ・3200倍 二達 ス ル モ ノア リ。 補 盟 結 合

反 慮 二於 テ ・・208例 中172例 ＼82。6%)陽 性 ヲ示 シ、雨

反 臆 二於 テ 同一 血 清 ニ テ ハ ソ ノ成 績 略 ζ李 行 セ リ。

樹 、菌 浮 游 液 ノ改 良 ニ ツ レ テ陽性 李、盒iく高 マ ル傾 向

ヲ有 ス ル ヲ以 テ後 報 二於 テ詳 蓮 セ ソ ト欲 ス。
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